
東小学校の裏手から金熊寺川に流れ込む小川で東幼稚園・新家幼稚園の園児が

川遊びを楽しみました。泉南市にあってとりわけ多くの自然とふれあう機会に恵

まれた山間部ならではのイベントに、子どもたちも大喜び。初めは水の冷たさに

びっくりしたものの、ちょっとした深みも何のその、虫あみと虫かごを持って川

の中の生き物に目を凝らしました。せいぜい膝下程度の水量でしたが気がつけば

みんな上着もぐっしょり。その甲斐あって虫かごの中には沢ガニ、アメンボ、ト

ノサマガエルなど沢山の生き物をみることができました。子どもたちが身体ごと

ぶつかっていける自然環境、ぜひ残していきたいものです。 （６月20日）
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総額405億1,436万円
▼一般会計：206億3,312万円
▼特別会計等：198億8,124万円

歳出（一般会計）
市が使うお金蜷

その他 
4億3,481万円 

使用料及び手数料 
　　3億2,476万円 

分担金及び負担金 
　1億5,880万円 
地方特例交付金・1億590万円 

市　税 
92億3,587万円 

国庫支出金 
24億5,755万円 

　　市債 
31億9,350万円 

地方交付税 
17億362万円 

地方譲与税 
6億570万円 

各種交付金 
8億8,550万円 

繰入金 
6億677万円 

府支出金 
9億2,034万円 

農林水産費 
1億6,600万円 議会費 

2億7,917万円 

商工費 
6,341万円 

諸支出金 
9,741万円 

予備費 
   500万円 

民生費 
68億3,561万円 

公債費 
43億3,445万円 

土木費 
25億3,922万円 

教育費 
20億5,789万円 

総務費 
18億438万円 

衛生費 
15億 
　4,036万円 

消防費・9億1,022万円 

前年度の歳入予算（一般会計）
※総　額＝202億6,181万円
▼市税＝89億6,155万円▼国庫支出金＝26億5,745万円▼市
債＝21億670万円▼地方交付税＝20億3,455万円▼地方譲与
税・各種交付金＝13億9,520万円▼繰入金＝12億29万円▼
府支出金＝9億6,916万円▼使用料及び手数料＝3億2,260万
円▼その他＝6億1,431万円

特別会計等の内訳
※総　額＝198億8,124万円
▼国民健康保険事業特別会計＝64億9,292万円
▼老人保健特別会計＝53億9,010万円
▼介護保険事業特別会計＝30億9,296万円

▼水道事業会計＝24億5,209万円
▼下水道事業特別会計＝19億9,083万円
▼樽井地区外財産区会計＝4億6,161万円
▼汚水処理施設管理特別会計＝73万円

前年度の歳出予算（一般会計）
※総　額＝202億6,181万円
▼民生費＝70億3,674万円▼公債費＝31億5,100万円▼土木
費＝28億5,463万円▼教育費＝22億2,186万円▼総務費＝16
億3,257万円▼衛生費＝16億156万円▼消防費＝9億4,445万
円▼諸支出金＝3億60万円▼議会費＝2億8,212万円▼農林
水産費＝1億7,038万円▼商工費＝6,090万円▼予備費＝500
万円

歳入（一般会計）
蜻市に入るお金

３

【
予
算
編
成
の
基
本
方
針
】

平
成
18
年
度
予
算
の
編
成
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
計
画
の

最
終
年
度
の
予
算
で
あ
り
、
同
計
画
の
目
標
を
達
成
し
、
更
に
は
今
後
の
効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
の
重
要
な
予
算
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
18
年
度
予
算
は
、
財
政
健
全
化
計
画
の
理

念
で
あ
る
財
政
構
造
の
改
革
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
同
計
画
に
定
め
た
内
容
を
確
実
に
成
し
遂
げ
る
も
の

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
平
成
16
年
度
に
達
成
し
た
第
１
の
目
標
で
あ
る
実
質
収
支
の
黒
字

決
算
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
第
２
の
目
標
で
あ
る
経
常
収
支
の
改
善
を
達
成
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

歳
入
面
で
は
、
財
源
の
根
幹
を
成
す
市
税
収
入
の
確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
課

税
客
体
の
確
実
な
把
握
と
徴
収
率
の
向
上
は
、
自
立
的
で
健
全
な
財
政
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
上
で
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
と
考
え
、
引
き
続
き
よ
り
一
層
の
努
力
と
実
効
あ
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
引
き
続
き
経
常
経
費
の
縮
減
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。
市
民
主
体
を
基
本
に
置
き
つ
つ
、

一
般
行
政
経
費
の
縮
減
は
も
と
よ
り
、
施
策
の
「
選
択
」
と
「
集
中
」
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
、
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

こ
れ
ら
予
算
の
見
積
り
に
当
た
っ
て
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
本
市
の
財
政
状
況
を
十
分
に
認
識
し
、
各
部

署
で
の
活
発
な
議
論
を
重
ね
、
施
策
・
事
業
の
現
状
を
徹
底
的
に
見
直
す
と
と
も
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
更
な

る
創
意
と
工
夫
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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市市
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今月の主な内容

消防本部
上下水道部（上水道）

（下水道）
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀4 8 5－0 1 1 9
薀4 8 2－6 5 5 1
薀4 8 2－5 0 0 5
薀4 8 3－5 8 7 5
薀4 8 2－7 6 1 5
薀4 8 2－1 0 0 0
薀4 8 2－7 7 6 7
薀4 8 2－7 7 6 6
薀4 8 4－3 5 0 0
薀4 8 3－6 4 4 7
薀4 8 3－4 3 6 1
薀4 8 3－9 3 1 4
薀4 8 3－9 2 6 4
薀4 8 3－9 2 7 0
薀4 8 5－0 7 0 7
薀4 8 3－6 7 8 9
薀4 8 0－2 8 5 5

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀483-0001）へ
その他については、下記へ

泉南市の人口（６月末現在）
人　口‥‥‥66,020人
男‥‥‥‥32,077人
女‥‥‥‥33,943人

世帯数‥‥‥24,245世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/kouhou/
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盧すべてのひとが共同参画できる共生の地域づくり

笊人権尊重の社会の実現▼人権啓発事業＝1,085万円▼人権教

育事業＝164万円▼人権教育研究事業＝298万円▼啓発事業＝

289万円▼人権ふれあいセンターの運営＝1,281万円▼労働対策

事業＝17万円▼非核平和事業＝43万円笆男女共同参画社会の

実現▼男女共同参画施策の推進＝303万円

盪子どもがいきいきと学べる学校づくり

笊幼児教育の充実▼教育研究施策＝814万円▼学校施設整備事

業＝6,032万円▼教育扶助施策＝１億2,962万円笆義務教育の充

実▼語学指導等を行う外国青年招致事業＝460万円▼特色ある

教育活動推進事業＝72万円▼総合的教育力活性化事業＝80万

円▼学校給食事業＝１億2,305万円▼進路選択支援事業＝150万

円▼子どもを守るネットワーク推進事業＝423万円

蘯だれでも、いつでも、どこでも学べる社会づくり

笊生涯学習推進システムの整備▼公民館事業＝1,879万円▼図

書館事業＝4,371万円笆生涯学習社会をめざして▼成人教育事

業＝268万円▼青少年教育事業＝253万円▼青少年の健全育成

事業＝350万円▼青少年の森開設事業＝273万円▼青少年セン

ター事業＝1,587万円▼社会体育推進事業＝589万円▼体育施設

貸出事業＝5,235万円▼学校プールの一般開放＝1,747万円

盻文化・歴史を活かした豊かな心づくり

笊歴史的資産の保全と活用▼文化財保護事業＝1,106万円▼史

跡海会寺跡広場事業＝447万円▼埋蔵文化財センター事業＝

983万円▼市史編纂事業＝79万円笆市民文化の創造▼文化ホー

ル事業＝2,249万円

第１章・ふれあいのあるまち第１章・ふれあいのあるまち
いきがいのあるまちいきがいのあるまち

盧環境にやさしいまちの基盤づくり
笊環境問題への取り組み▼公害対策事業＝713万円▼塵芥処理

事業＝６億1,056万円▼し尿処理事業＝２億3,534万円▼環境整

備対策事業＝298万円▼合併処理浄化槽設置整備事業＝642万

円▼火葬場環境整備事業＝616万円

盪安全で災害に強い防災都市づくり
笊総合防災体制の確立▼溜池改修事業＝1,505万円▼河川維持

改良事業＝534万円▼浸水対策事業＝185万円▼防災備品の整

備＝76万円★防災用広報システム整備事業＝5,014万円★防災

マップ作成事業＝172万円笆消防体制の強化▼消防水利の整

備＝140万円▼消防体制の整備＝7,470万円

蘯安全で便利な地域づくり
笊公共交通機関の整備と交通安全対策▼交通安全対策事業＝

6,848万円笆防犯対策の充実▼防犯対策事業＝165万円

盻都市、自然と調和したものづくり
笊農林業の振興▼農業振興事業＝632万円▼水田農業構造改革

対策事業＝122万円▼農業公園費＝1,196万円▼水路改修事業＝

902万円笆水産業の振興▼水産振興事業＝240万円

眈泉南ブランドづくり
笊工業の振興▼企業誘致促進事業＝466万円笆商業の振興★商

工業振興事業＝1,471万円▼大型店出店対策事業＝100万円★商

業活性化事業＝340万円笳観光・レクリエーションの振興▼海

水浴場の開設＝11万円▼広域観光振興事業＝55万円▼観光ガ

イドマップの作成＝13万円

眇充実した労働・消費生活づくり
笊労働生活の充実▼労働者定着対策事業＝4万円▼中小企業退

職金共済掛金補助事業＝167万円▼地域就労支援事業＝409万

円▼障害者就業・生活支援センターステップアップ事業＝112

万円▼労働教育等振興対策事業＝31万円▼労働行政対策事

業＝51万円笆消費生活の充実▼消費生活センターの設置＝259

万円▼商品量目調査の実施＝2万円▼消費者啓発事業＝11万円

眄利便性を向上する情報ネットワークづくり
笊情報網の整備▼ＣＡＴＶ事業の推進＝1,942万円▼行政情報

ネットワーク整備事業＝3,129万円

第３章・安全なまち第３章・安全なまち
活力のあるまち活力のあるまち

★印は新規の事業です

５

青少年センター

清掃工場

盧市民の健康づくり
笊保健・医療の充実▼保健対策事業＝5,977万円▼予防対策事
業＝3,321万円▼母子保健対策事業＝2,356万円▼衛生害虫駆除
対策事業＝58万円▼休日診療の業務委託＝50万円▼救急医療
施設運営事業＝235万円▼老人医療助成事業＝５億3,990万円▼
障害者医療助成事業＝7,775万円▼乳幼児医療助成事業＝5,115
万円▼ひとり親家庭医療助成事業＝4,017万円▼国民健康保険
被保険者の負担軽減＝５億142万円
盪ともに生きる社会づくり
笊地域福祉▼総合福祉センター事業＝9,230万円▼福祉関係団
体助成事業＝3,107万円▼戦没者遺族援護事業＝146万円★交通
遺児援護事業＝10万円▼被災者援護事業＝30万円▼地域福祉
計画策定業務＝224万円笆高齢者福祉▼ボランティア活動対策
事業＝100万円▼小地域ネットワーク事業＝1,443万円▼自立支
援サービス事業＝2,418万円▼介護関連サービス事業＝14万円
▼施設入所対策事業＝1,140万円▼老人集会場運営事業＝2,236
万円▼生きがいづくり推進事業＝1,730万円▼長寿お祝い事
業＝1,103万円▼介護保険事業の運営＝４億6,203万円▼介護保

険利用者負担軽減事業＝224万円笳障害者（児）福祉▼身体障
害者福祉対策事業＝１億8,650万円▼子ども支援事業＝354万円
▼知的障害者福祉対策事業＝３億6,773万円▼障害者団体等へ
の助成＝70万円▼障害者スポーツ推進事業＝20万円▼精神障
害者福祉対策事業＝2,276万円▼啓発事業＝12万円▼その他の
障害福祉事業＝3,943万円笘児童福祉▼公立保育所事業＝１億
7,621万円▼民間保育所事業＝２億1,114万円▼留守家庭児童対
策事業＝1,290万円▼児童扶助事業＝４億4,918万円▼母子福祉
事業＝２億8,724万円▼子育て支援事業＝519万円笙低所得者福
祉▼生活保護事業＝17億4,300万円

盧水・緑の環境づくり
笊水・緑環境の保全と活用▼公共下水道事業＝９億5,974万

円笆公園・緑地の整備▼公園等の管理＝3,416万円

盪住みたい生活環境づくり
笊市街地の整備▼都市計画決定図書作成＝164万円笆良好な

住環境の形成▼市営住宅の管理＝3,873万円▼環境整備事

業＝1,796万円▼住居表示維持管理業務の実施＝6万円笳河

川・上下水道の整備▼排水路維持改修事業＝776万円

蘯交流ネットワークづくり
笆道路の整備▼関西国際空港連絡南ルート等早期実現期成

会事業＝8万円▼信達樽井線改良事業＝７億7,356万円▼砂川

樫井線新設事業＝8,685万円▼防潮堤道路整備事業＝１億

1,911万円▼道路新設改良事業＝4,156万円▼道路維持修繕事

業＝6,108万円▼道路台帳整備事業＝500万円

第４章・快適なまち第４章・快適なまち
個性のあるまち個性のあるまち

第５章・構想実現のために第５章・構想実現のために

第２章・げんきなまち第２章・げんきなまち
やさしさのあるまちやさしさのあるまち

４

盧市民参加の推進

▼ＡＢＣ委員会への助成＝311万円▼地域コミュニティ活

動支援事業＝250万円▼情報公開制度・個人情報保護制度

の推進＝148万円▼広報活動の充実＝1,951万円▼公聴事業

の推進＝116万円

盪行政運営の活性化

▼住民情報システムの運用＝9,457万円▼財務会計システ

ムの運用＝547万円

保健センター

ＡＢＣまつり

信達樽井線



年
１
回
特
定
疾
患
等
を
お
持
ち
の

方
々
に
支
給
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
特

定
疾
患
者
給
付
金
」
に
つ
い
て
、
個
人

的
給
付
事
業
の
見
直
し
の
観
点
か
ら
平

成
17
年
度
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
難
病
患
者
等
に

対
す
る
施
策
の
充
実
に
一
層
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
545
）

７

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

8月3日,10日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀485-1586

知的障害者相談 

市役所 
子育て支援課 

市役所 
税務課 

市役所 
国民健康保険課 

子育て支援課 
薀483-0001 
（内線242） 

税務課 
薀483-0001 
（内線233） 
国民健康保険課 
薀483-0001 
（内線259） 

高齢障害介護課 
薀483-0001

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀482-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀483-3755

人権協会 
薀485-1401

農業委員会事務局 
薀483-0001

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権協会 
薀485-1401

市役所別館2階 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館2階 
商工労働課 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀482-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館2階 
商工労働課 市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域就労支援センター 
薀485-1401 
薀483-6447

税務課 
薀483-0001 
（内線239） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎月第1・3月曜日 
午後2時～3時（整形外科医） 
毎月第2・4木曜日 
午後1時半～2時半（内科医） 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀485-0707

健康相談 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 
毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時45分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
482－4111

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

関西国際空港情報：№75

「関空サマーフェスタ」開催！
期間中の週末、

連絡橋通行料が500円に！

関空では、９月３日豸までを「関空サ

マーフェスタ」と題して、様々な楽しい

イベントを開催します。また、期間中の

毎週末（土・日・祝日のみ）、軽・普通

車等の連絡橋通行料金がワンコイン（往

復500円）になります。

この夏はご家族・ご友人と関空でお過

ごしください。

▼「関空サマーフェスタ」＝９月３日豸

まで随時イベントを実施

▼イベントについての問合せ＝関西国際

空港譁イベントグループ薀455－2156

（平日午前10時～午後５時）

▼連絡橋料金についての問合せ＝道路管

理所薀455－2278

詳細についてはホームページをご覧くだ

さい。→http://www.kansai-airport

.or.jp/

ダイニングコート「町家小路
まちやこうじ

」登場！
関西の有名店が勢揃い！

関空に、新しいグルメスポットが登場

しました。

京都の「町家」をイメージした和風モ

ダンなフードコートスタイルの「町家小

路」には、全13の専門店が揃います。焼

きたてパンやスープ専門店から有名イタ

リアンや関西の老舗洋食店まで、幅広い

ショップで皆様をお迎えします。ぜひご

利用ください。

▼ところ＝旅客ターミナルビル２階北側

▼問合せ＝空港案内薀455－2500

特
定
疾
患
者
給
付
金
事
業
を

廃
止
し
ま
す

老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
で
、「
老

人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
７
月
末
日
で
有
効
期
限
満
了
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
交
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
役
所
へ
更
新
手

続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
①
健

康
保
険
証
お
よ
び
老
人
保
健
医
療
受
給

者
証
②
現
在
お
持
ち
の
「
老
人
医
療
の

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
③
平
成
17
年
８
月
１
日
以
降
、
通

算
で
90
日
以
上
入
院
し
た
方
は
、
こ
の

こ
と
を
証
す
る
医
療
機
関
発
行
の
入
院

費
領
収
書
（
た
だ
し
、
介
護
保
険
適
用

の
入
院
分
は
含
み
ま
せ
ん
）
④
老
齢
福

祉
年
金
受
給
者
の
方
は
老
齢
福
祉
年
金

証
書

▼
申
請
期
限
＝
８
月
18
日
貊
（
期
限
ま

で
に
申
請
が
な
け
れ
ば
、
減
額
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
注
意
＝
認
定
証
は
、
今
年
度
に
お
い

て
も
原
則
と
し
て
引
き
続
き
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
の
み
に
交
付
さ

れ
ま
す

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
279
・

310
）国

民
健
康
保
険
で
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
を
対
象
に
次
の
よ
う
な
医
療
費

の
減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

笊
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
＝
入
院
時
の
食
事
代
の
自
己
負
担

額
（
通
常
・
１
食
当
り
260
円
）
が
210
円
、

ま
た
は
160
円
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
ま

す
。
交
付
対
象
者
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
、
70
歳
未
満
の
方
で
す

笆
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
＝
同
一
の
医
療
機

関
で
１
か
月
間
の
入
院
時
保
険
診
療
分

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
上
限
額
４
万

２
０
０
円
（
10
月
か
ら
４
万
４
４
０
０

円
）
が
２
万
４
６
０
０
円
、
ま
た
は
１

万
５
０
０
０
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
交

付
対
象
者
は
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
で
す

▼
老
年
者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
措
置

の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
＝
世
帯
は
住

民
税
課
税
世
帯
と
な
る
が
、
世
帯
員
の

う
ち
一
部
が
住
民
税
非
課
税
に
な
る
場

合
、
住
民
税
非
課
税
者
の
一
部
負
担
金

の
上
限
は
２
万
４
６
０
０
円
に
減
額
さ

れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
住
民
税

課
税
者
が
合
計
所
得
125
万
円
以
下
の
平

成
17
年
１
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

だ
け
の
世
帯
の
住
民
税
非
課
税
者

▼
問
合
せ
＝
国
民
健
康
保
険
課
（
内
線

250
・
259
）

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
程
度

以
上
の
異
な
る
障
害
が
重
複
し
て
い
る

方
や
、
こ
れ
ら
の
障
害
と
日
常
生
活
で

の
動
作
お
よ
び
行
動
が
困
難
で
あ
り
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
精
神
の

障
害
（
最
重
度
の
知
的
障
害
者
含
む
）

が
重
複
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
施
設
に
入
所

し
て
い
る
方
や
、
病
院
に
３
か
月
を
超

え
て
継
続
入
院
し
て
い
る
方
、
所
得
が

一
定
額
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）

▼
手
当
額
＝
月
額
２
万
６
４
４
０
円

▼
手
続
き
＝
所
定
の
手
当
認
定
用
診
断

書
を
添
え
て
、
高
齢
障
害
介
護
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
上
決
定
し

ま
す

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
543
）

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
２
級
の
一

部
、
療
育
手
帳
Ａ
の
う
ち
最
重
度
な
ど

の
20
歳
未
満
の
方
で
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
施
設
に
入
所

し
て
い
る
方
や
、
障
害
を
事
由
と
す
る

公
的
年
金
受
給
中
の
場
合
、
所
得
が
一

定
額
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）

▼
手
当
額
＝
月
額
１
万
４
３
８
０
円

▼
手
続
き
＝
所
定
の
手
当
認
定
用
診
断

書
を
添
え
て
、
高
齢
障
害
介
護
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
上
決
定
し

ま
す

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
543
）

重
度
の
身
体
障
害
（
１
・
２
級
）
と

重
度
の
知
的
障
害
（
療
育
手
帳
Ａ
）
を

併
せ
持
つ
重
度
障
害
者
（
児
）
の
介
護
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
特
別
障

害
者
手
当
と
の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
手
当
額
＝
月
額
１
万
円

▼
申
請
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課

（
内
線
544
）

６

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険

医
療
費
の
減
額
制
度

老
人
保
健
の
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま
す

大
阪
府
重
度
障
害
者
介
護
手
当

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ



海
や
川
の
汚
染
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と

つ
が
家
庭
か
ら
の
排
水
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
地
域
の
水
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
に
下
水
処
理
場
の
見
学
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

見
学
は
１
時
間
半
程
度
で
施
設
見
学
の

他
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
微
生
物
の
観
察

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
夏
休
み
の

自
由
課
題
と
し
て
「
下
水
道
の
仕
組
み
」

や
「
浄
化
の
不
思
議
」
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

な
お
、
見
学
は
平
日
（
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
、
事
前
予
約
必
要
）
の
み
で
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
南
大
阪
湾
岸
南
部

流
域
下
水
道
組
合
総
務
課
薀
485
３
４
４

４
／http://w

w
w
.sssa.sennan.osaka.

jp/

最
近
、
一
部
の
行
政
書
士
な
ど
が
戸
籍

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
職
務
上
の
請
求

用
紙
」
を
使
用
し
、
戸
籍
謄
本
な
ど
を
不

正
に
取
得
し
た
事
件
が
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
件
は
不
当
に
取
得
し
た

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の
写
し
が
差
別
に
つ

な
が
る
身
元
調
査
に
使
用
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
許
し
が

た
い
悪
質
な
差
別
行
為
で
す
。

市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
事
件
の
発
生

を
真
摯
に
受
け
と
め
、「
職
務
上
の
請
求

用
紙
」
で
の
交
付
申
請
、
ま
た
は
、
窓
口

申
請
等
に
お
い
て
、
昨
年
の
10
月
か
ら
本

人
確
認
を
す
る
た
め
に
身
分
証
明
書
等
の

提
示
を
求
め
て
不
正
請
求
の
防
止
を
図
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
549
）

▼
交
通
事
故
の
防
止
＝
①
目
的
地
ま
で
の

道
路
状
況
等
（
渋
滞
等
）
を
事
前
に
調
べ
、

無
理
の
な
い
運
行
計
画
を
立
て
早
め
に
休

憩
を
と
り
ま
し
ょ
う

②
使
用
す
る
自
動
車
の
点
検
整
備
を
実
施

し
ま
し
ょ
う

③
車
か
ら
離
れ
る
時
は
必
ず
ロ
ッ
ク
し
貴

重
品
は
車
内
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う

▼
空
き
巣
被
害
の
防
止
＝
①
防
犯
器
具

（
装
置
）
等
を
活
用
し
防
犯
強
化
を
し
ま

し
ょ
う

②
侵
入
の
足
場
と
な
る
よ
う
な
物
は
家
の

周
辺
に
お
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

③
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き
は
、
新
聞
配

達
を
一
時
や
め
る
等
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う▼
子
ど
も
を
守
る
＝
①
川
や
海
、
そ
の
他

危
険
な
場
所
に
子
ど
も
だ
け
で
行
か
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

②
車
内
に
子
ど
も
を
残
し
た
ま
ま
車
を
離

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

③
車
庫
入
れ
や
降
車
時
等
、
子
ど
も
の
安

全
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
471
１
２
３
４

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用
に
よ

り
、
中
枢
神
経
（
脳
）
が
侵
さ
れ
ま
す
。

薬
物
の
乱
用
に
よ
り
、
幻
覚
・
被
害
妄

想
な
ど
の
精
神
障
害
だ
け
で
な
く
、
身
体

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
そ

の
弊
害
は
一
生
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
１
回
だ
け
と
思
っ
て
も
、

一
度
使
用
し
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
意
志

で
は
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
「
依

存
性
」
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
薬

物
乱
用
は
１
回
で
も「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

で
す
。

薬
物
乱
用
に
関
す
る
相
談
は
、
最
寄
り

の
保
健
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
244
）

個
人
事
業
税
（
第
１
期
）
の
納
期
限
は

８
月
31
日
貅
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
納
税
に
は
、
便
利
で
安
心
・
安
全
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
府
税
事
務
所
薀
439
３
６

０
１

９

　 　 笊 玳 珎 玻 珀
珥 笵 笨 璢 琅 瑯 琥
珸 笋 筌 瑕 琿 瑟 瑙
瑁 筰 筱 筬 筮 瑪 瑶
瑾 箍 箜 璧 瓊 珈 玳
珎 笘 笙 珥 珮 珞 璢

8月1日～9月9日・薀4 8 4－2 6 2 7
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　笊玳珎玻珀
珥縢笨璢琅瑯琥
珸縷筌瑕琿瑟瑙
瑁繙筱瑰瑣瑪瑶
瑾纃箜璧瓊珈玳
珎縟笙珥珮珞璢

　　笊玳珎玻珀
珥縢笨璢琅瑯琥
珸縷筌瑕琿瑟瑙
瑁繙筱瑰瑣瑪瑶
瑾纃箜璧瓊珈玳
珎縟笙珥珮珞璢

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

8月1日～9月9日・薀4 8 2－1 0 0 0

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時半但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

8月1日～9月9日・薀4 8 3－4 3 6 1

気
を
つ
け
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い

戸
籍
謄
本
等
の
不
正
取
得

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

下
水
の
仕
組
み
を
学
ぼ
う

薬
物
の
乱
用
は

「
ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
。」

個
人
事
業
税
の
納
期
内
納
付

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

平
成
17
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し
た
国
保

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
を
保
健
推
進
課
と
共

催
で
実
施
し
ま
す
。
運
動
を
中
心
と
し
た

健
康
教
室
を
２
ク
ー
ル
（
集
団
健
康
教

室
／
平
成
18
年
９
月
〜
12
月
、
通
信
型
健

康
教
室
／
平
成
18
年
10
月
〜
平
成
19
年
２

月
）
実
施
予
定
で
す
。

対
象
者
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

基
本
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
を
中
心
に
、

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
予
備
軍
の

方
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
判
定
が
肥
満
傾
向
の
方
で

す
。
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
民
健
康
保
険
課
（
内
線

250
・
259
）
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
薀
482
７

６
１
５

笊
利
用
会
員
＝
３
か
月
〜
お
お
む
ね
12
歳

ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
方
。「
今
す
ぐ
利

用
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

方
も
歓
迎
し
ま
す

笆
協
力
会
員
＝
子
ど
も
が
好
き
で
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

年
齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
（
▽

活
動
の
前
に
研
修
の
受
講
が
必
要
で
す
▽

保
育
施
設
等
へ
の
送
迎
の
み
、
昼
間
、
日

曜
日
な
ど
、
都
合
に
あ
わ
せ
て
活
動
で
き

ま
す
）

笳
両
方
会
員
＝
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を

兼
ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す

▼
利
用
料
＝
700
円
〜
（
１
時
間
）

▼
そ
の
他
＝
▽
援
助
活
動
中
の
事
故
に
備

え
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
補
償
保
険
に
加
入
し
、
会
員
が
安
心
し

て
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

（
保
険
料
は
泉
南
市
が
負
担
）
▽
登
録

料
・
年
会
費
は
無
料
で
、
登
録
は
随
時
セ

ン
タ
ー
（
一
丘
幼
稚
園
内
）
に
て
受
付
け

て
い
ま
す

▼
会
員
登
録
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

み
る
く
」（
一
丘
幼
稚
園
内
）
薀
483
９
６

６
５泉

南
市
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
就
学
援

助
費
を
申
請
さ
れ
、
受
給
認
定
さ
れ
た
方

の
前
期
分
の
支
給
日
は
８
月
11
日
貊
で

す
。申

請
者
指
定
の
金
融
機
関
へ
振
込
に
て

支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
教
育
委
員
会
学
務
課

（
内
線
297
）

自
動
車
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、

車
両
整
備
等
の
た
め
、
８
月
の
巡
回
を
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
間
は
同
じ
貸
出
券
で
図
書
館
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

平
成
17
年
度
に
、
応
募
の
あ
っ
た
「
せ

ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」
73
件
を
一
覧
で

き
る
冊
子
『
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
活

用
の
ご
あ
ん
な
い
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

古
代
史
博
物
館
お
よ
び
市
役
所
生
涯
学

習
課
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
同
様
の
内
容

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
古
代
史
博
物
館
の

ペ
ー
ジ
）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.city

.

sennan.osaka.jp/

▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館
薀
483
６
７
８

９

８

鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

青少年センター 

一丘団地 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:10～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:40

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

8月1日～9月9日・薀4 8 2－7 7 6 6

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

濕  
濕  
濬  
濬  
澤  
澤  

⑬  
⑬  
⑭  
⑭  
⑧  
⑧  

⑳  
⑳  
澡  
澡  
⑮  
⑮  

⑥  
⑥  
⑦  
⑦  
①  
①  

８月 ９月 ９月 ８月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　珈玳珎玻珀
珥笵珞璢琅瑯琥
珸笋琺瑕琿瑟瑙
瑁筰瑩瑰瑣瑪臠
瑾箍璞璧箋珈玳
珎笘珀珥珮珞璢砂川老人集会場 

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川 

巡
回
は
あ
り
ま
せ
ん 

巡
回
は
あ
り
ま
せ
ん 

「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」

一
覧
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た

８
月
の
「
か
し
の
き
号
」
の

巡
回
は
お
休
み
で
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
を

実
施
し
ま
す

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
就
学
援

助
費
前
期
分
の
支
給
に
つ
い
て

医院 

ＪＡ 

新家交差点 

至和歌山 至天王寺 

スーパー 

ＪＲ阪和線 
新家駅 

一丘小学校 

病院 

コンビニ 

一丘幼稚園内 

泉南市ファミリー・ 
サポート・センター 

一
丘
団
地 
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平
成
18
年
７
月
１
日
か
ら
、
次
の
区
域

が
新
し
く
水
洗
化
で
き
る
区
域
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

新
家
、
信
達
大
苗
代
、
信
達
牧
野
、
樽

井
２
丁
目
、
北
野
１
丁
目
、
北
野
２
丁
目
、

岡
田
１
丁
目
、
岡
田
３
丁
目
、
岡
田
５
丁

目
、中
小
路
１
丁
目
の
各
一
部
区
域
で
す
。

詳
細
は
下
の
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

３
年
以
内
の
水
洗
化
に
ご
協
力
を

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
日
か
ら
、
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
す
る
よ
う
下
水
道
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
の
利
用
で
き
る

地
域
の
ご
家
庭
は
、
水
洗
化
ト
イ
レ
へ
改

造
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

改
造
工
事
は
公
認
業
者
をご

利
用
く
だ
さ
い

ご
家
庭
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
等
の
排
水

設
備
の
改
造
工
事
は
、
正
し
く
行
わ
れ
る

よ
う
に
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
工
事
公

認
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

公
認
業
者
は
、
必
要
な
手
続
き
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
行
い
ま
す
。

改
造
資
金
融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
促
進
す

る
た
め
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
水
洗
ト
イ
レ

改
造
工
事
１
件
に
つ
き
、
50
万
円
ま
で
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日

か
ら
３
年
以
内
の
改
造
に
限
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
管
に
た
ま
っ
た
汚
泥
の
し
ゅ
ん
せ

つ
や
破
損
し
た
下
水
管
の
修
理
、
終
末
処

理
場
の
維
持
管
理
な
ど
必
要
な
経
費
の
一

部
を
利
用
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

の
が
、
下
水
道
使
用
料
で
す
。
料
金
は
、

基
本
的
に
水
道
使
用
料
に
応
じ
て
決
ま

り
、
水
道
料
金
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

下
水
道
の
整
備
に
よ
り
、
利
益
を
受
け

る
土
地
所
有
者
や
権
利
者
に
下
水
道
の
整

備
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
の
が
「
受
益
者
負
担
金
」
で
す
。

負
担
金
は
、
土
地
面
積
１
裃
に
つ
き
390
円

で
す
。
負
担
金
の
納
付
方
法
に
は
、
一
括

納
付
（
報
償
金
付
）
と
分
割
納
付
（
年
２

回
３
年
間
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

今
回
新
た
に
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
の
皆

様
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
下
水
道
整
備
課
薀
482
５
０
０

５
（
直
通
）

南部水みらいセンター 
 

南海本線 

国道２６号 

JR阪和線 

堺阪南線 

男里７丁目 

男里６丁目 

男里５丁目 

男里４丁目 

男里３丁目 
男里２丁目 

樽井２丁目 

男里１丁目 

岡田１丁目 

岡田５丁目 

岡田６丁目 
岡田７丁目 

岡田３丁目 

北野２丁目 

北野１丁目 

中小路１丁目 鳴滝３丁目 

鳴滝２丁目 

鳴滝１丁目 

信達市場 

信達牧野 信達大苗代 

・樽井小学校 
・樽井公民館 

泉南高校・ 

・雄信小学校 

泉南市役所・ 
泉南中学校・ 

・人権ふれあいセンター 

・鳴滝第２小学校 

・学校給食センター 

一丘中学校・ 

一丘幼稚園・ 

一丘小学校・ 

泉南清掃工場・ 

楠台 

サングリーン 

いずみ台 

すでに水洗化できる区域 ７月１日から水洗化できる区域 

砂川台団地 

砂川公園団地 

この図面は参考図です。詳細は下水道整備課へお問い合せください。

公
共
下
水
道
の
使
用
可
能
な

区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

10

８
月
は
市
・
府
民
税
（
第
２
期
分
）

の
納
税
月
で
す
。
市
税
の
納
期
内
納
付

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
の
納
付
に
は
、
確
実
で
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
、
通
帳
の
お
届
け
印
、
納
税
通
知

書
を
ご
持
参
の
上
、
市
税
口
座
振
替
申

込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
お
取
引
金
融
機
関
（
納

付
書
の
記
載
を
参
照
）、
郵
便
局
の
窓
口

で
簡
単
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

市
税
口
座
振
替
申
込
書
は
市
内
の
市
税

取
扱
い
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
市
役
所

税
務
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
235
・
236
）

ハ
サ
ミ
、
包
丁
な
ど
は
粗
大
ご
み
で

可
燃
ご
み
収
集
時
に
お
い
て
、
ご
み

袋
の
中
に
縫
い
針
が
混
じ
っ
て
お
り
、

職
員
が
ケ
ガ
を
す
る
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

針
や
ハ
サ
ミ
、
包
丁
な
ど
危
険
物
は

粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

針
や
ハ
サ
ミ
、
包
丁
な
ど
は
新
聞
紙

等
に
包
み
「
キ
ケ
ン
」
と
明
記
の
う
え

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
概
ね
月
１
回
、
あ
る
程
度

（
45
リ
ッ
ト
ル
袋
、
１
袋
分
以
上
）
た
ま

っ
て
か
ら
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。
少
量
で
の
申
込
み

は
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
医
療
で
使
用
す
る
注
射
針
等

は
医
療
機
関
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

（
粗
大
ご
み
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
）

▼
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
ま
で
（
清
掃
課
で
粗
大
ご
み
の
申

込
み
は
出
来
ま
せ
ん
）

▼
ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
＝
清

掃
課
薀
483
５
８
７
５

▼
粗
大
ご
み
の
申
込
み
＝
粗
大
ご
み
受

付
セ
ン
タ
ー
薀
483
１
１
３
２

▼
ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
の
問
合

せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組
合
（
清
掃
工
場
）

薀
484
０
５
８
１

電
気
は
今
や
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、

経
済
、
産
業
活
動
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
使
い
方

を
誤
れ
ば
電
気
は
大
変
危
険
で
す
。
日

頃
か
ら
電
気
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

譛
関
西
電
気
保
安
協
会
を
は
じ
め
電

力
関
連
業
界
で
は
経
済
産
業
省
主
唱
で

８
月
を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
定

め
全
国
一
斉
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
譛
関
西
電
気
保
安
協
会
薀

０
７
２
・
２
６
０
・
０
３
５
０

市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

ご
み
収
集
に
つ
い
て
の

お
願
い

８
月
は

電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

公立幼稚園の３歳児保育を試行します 
泉南市教育委員会では、教育問題審議会答申（平成

18年３月）にもとづき検討した結果、平成18年10月か
ら東幼稚園において、平成19年４月から東幼稚園・新
家南幼稚園において３歳児保育を試行実施します。つ
きましては下記のとおり園児を募集します。

ここからは、笊平成18年度　東幼稚園笆平成19年度
東幼稚園・新家南幼稚園の園児募集とも共通事項で
す。
▼募集人数＝１クラス　10名

▼入園願書配布＝平成18年８月１日貂～８月31日貅
（土・日曜日を除く）の期間に学務課（午前９時～午
後５時半）および公立幼稚園（午前８時半～午後５時）
で配布します
▼入園願書受付＝平成18年８月15日貂～８月31日貅
（土・日曜日を除く）の期間に教育委員会学務課（午
前９時～午後５時半）へ提出ください
▼抽選日＝平成18年９月５日貂（抽選結果は、自宅に
郵送します）
▼保育料＝入園料不要。保育料は月額9,000円（その
他、材料費等の諸雑費が必要です）
▼登降園＝保護者または、それに代わる方による送迎
をお願いします（通園バスはありません）
▼制服、用品等＝制服、かばん、クレパス等の用具は
特に指定しません。用品は、幼稚園で購入することも
できますが、家庭でそろえていただいても結構です
▼問合せ＝教育委員会学務課（内線293）
今月の「今、学校園は」は、おやすみさせていただ

きます

笊平成18年度　東幼稚園（試行実施期間　平成18年
10月２日～平成19年３月31日）
▼応募資格＝泉南市に在住の平成14年４月２日～平
成15年４月１日までに生まれた幼児

笆平成19年度　東幼稚園・新家南幼稚園（試行実施
期間　平成19年４月１日～平成20年３月31日）
▼応募資格＝泉南市に在住の平成15年４月２日～平
成16年４月１日までに生まれた幼児



多様化する住民ニーズに、より
効果的、効率的に対応するため、
公の施設の管理に民間の能力を
活用し、市民サービスを向上さ
せるとともに、経費の削減等を
図ることを目的としています。

今までどおり、清掃、警備、メ
メンテナンスなど個々の具体的
業務を民間事業者に委託するこ
とはできますが、施設の管理を
包括的に行わせるなら、指定管
理者として指定することになり
ます。

次の場合などは、公募によらな
いで指定管理者を選定します。
①施設の管理上、緊急に指定管
理者を指定する必要がある場合　
②施設が高度な公的責任や専門
性を有すると認められる場合
③施設の設置目的を効果的かつ
効率的に達成するため、地域等
の活力を積極的に活用した管理
を行うことにより地域自治の進
行や事業効果が明確に期待でき
ると思慮される場合

市民の平等な利用を確保するこ
とができるか、施設の効用を最
大限に発揮させることができる
か、サービスの向上や経費の削
減が図れるかどうかという点な
どです。

開館時間や使用料の上限など施
設の管理運営についての基本的
事項は条例で定めますので、指
定管理者が市長の承認を得ない
で使用料の値上げをすることは
できません。また、管理経費の削
減等により市民サービスが低下
することのないように法令及び
協定により、市が監督することで
適切な管理運営を確保します。

市は、指定管理者に対し、業務また
は経理の状況の報告を求め、実地
調査を実施し、または必要な指示
をすることになっており、指示に
従わない場合や管理を継続するこ
とが適当でないと認められる場合
は、指定の取り消しや、管理業務の
停止を命じることができます。

指定管理者との間で締結する協
定の中に個人情報の保護措置に
関する規定を盛り込み、個人情
報が適切に保護されるよう配慮
します。また、個人情報保護条
例に指定管理者の責務として、
個人情報の保護に関する規定を
設けるなど個人情報保護条例の
所要の改正を行う予定です。

公の施設の利用については、地
方自治法第244条で不平等の
扱いは禁止されており、指定管
理者もその規定の適用を受けま
す。また、条例で管理の基準を
定め、それに基づき使用許可を
行うことも可能です。

施設の管理にあたって指定管理
者の行為が原因で利用者に損害
が生じた場合には、指定管理者
がその損害を賠償することにな
ります。なお市も施設の設置者
として賠償責任を負う場合もあ
ります。
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年間約13万件、月間１万件以上も市内外からご訪問いただい 
ているトップページはもちろん、 
サイト内のご希望のページに 
バナー広告を掲載します。 
▼料金 
▽トップページは、1か月間1万円 
▽その他のページは、１か月間8,000円 
（料金については、継続割引もあります） 
広告の規格や手続きなど詳細は、 
泉南市ウェブサイトをご覧のうえ、 
情報管理課（内線328）まで 
お問い合わせください。 
 

市内の産業振興をはかるため、 
広報せんなんでは 
毎月有料広告を掲載しています。 
商品やサービスなどに関する 
情報提供にご利用ください。 
毎月、広告代理店が 
市内事業者の方を対象に 
訪問していますので、 
ご相談ください。 
 
▼掲載等に関するお問い合わせ 

譁ジェイシーアイ 
　　薀06-6569-1616

泉南市ウェブサイト 
毎月約23,000部を各家庭に配布 月間アクセス数約10,000件 

広報せんなん 
市
の
広
報
媒
体
に 

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か 

蜀指定管理者制度Ｑ＆Ａ
指定管理者制度についての質問にお答えします

Ａ.1 Ａ.4 Ａ.7

Ａ.8

Ａ.9

Ａ.5

Ａ.6

Ａ.2

Ａ.3

指定管理者制度と
業務委託の関係は？

Ｑ.2

指定管理者の募集を公募しない
場合がありますか？

Ｑ.3

指定管理者の選定の審査基準は
どのようなものですか？

Ｑ.4

指定管理者になると使用料の値上がり
やサービス水準が低下しませんか？

Ｑ.5

市はどのように監督し、適正な
管理運営を確保するのですか？

Ｑ.6

個人情報は保護されますか？Ｑ.7

これまでどおり施設を平等に利
用できますか？

Ｑ.8

施設で事故があったときの責任
は？

Ｑ.9

指定管理者制度の目的は？Ｑ.1

公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
公
共
団
体
や
公
共
的
団
体
等
に
限
定

し
て
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
（
管
理
委
託
制
度
）、

平
成
15
年
９
月
に
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

っ
て
指
定
管
理
者
制
度
が
創
設
さ
れ
、
民

間
事
業
者
を
含
む
地
方
公
共
団
体
が
指
定

す
る
も
の
（
指
定
管
理
者
）
に
管
理
を
行

わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
民
間

事
業
者
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア
イ
デ
ア
を
活

用
し
、
様
々
な
施
設
で
よ
り
一
層
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
や
管
理
経
費
の
節
減
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
制
度
の
導
入
を
進
め

て
い
く
た
め
、
平
成
18
年
６
月
議
会
で

「
泉
南
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

管
理
委
託
制
度
と
指
定
管
理
者
制
度

公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
管
理
委
託
制
度
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、
民
間

事
業
者
で
も
管
理
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
や
施
設
の
使
用
許
可
も
指
定
管
理

者
が
市
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

公
の
施
設
と
は

「
公
の
施
設
」
と
は
、
市
民
の
福
祉
を

増
進
す
る
目
的
を
も
っ
て
そ
の
利
用
に
供

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
市
の
施
設
で

す
。

（
例
）

★
保
育
所
、
★
老
人
集
会
場
、
★
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
★
公
民
館
、
★
文
化
ホ
ー

ル
、
★
図
書
館
、
★
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
、
★
市
民
体
育
館
、
★
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

★
市
民
球
場
、
★
小
中
学
校
、
★
幼
稚
園
、

★
火
葬
場
、★
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

★
市
営
浴
場
、
★
駐
車
場
、
★
道
路
、
★

公
園
、
★
市
営
住
宅
、
★
下
水
道
施
設
、

★
河
川
、
★
農
業
公
園
な
ど
（
た
だ
し
、

市
の
庁
舎
な
ど
市
民
の
利
用
に
供
し
な
い

施
設
は
公
の
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
公
の
施
設

制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
の

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
、
左
記
の
と
お
り
、
平
成
19

年
度
ま
た
は
平
成
20
年
度
の
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
を
目
標
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。
今
後
、
具
体
的
な
各
施
設
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
検
討
状
況
等

に
つ
い
て
は
、
随
時
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
導
入
目
標
年
度
等
】

■
平
成
19
年
度
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
施
設

★
保
育
所
（
詳
細
は
14
・

15
・
21
ペ
ー
ジ
）

■
平
成
19
年
度
ま
た
は
20
年
度
の
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
施
設

★
老
人
集
会
場
、★
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

★
公
民
館
、
★
文
化
ホ
ー
ル
、
★
図
書
館
、

★
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
博
物
館
）、

★
市
民
体
育
館
、
★
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
★

市
民
球
場
、
★
市
営
プ
ー
ル
、
★
共
同
浴

場
、
★
駐
車
場
、
★
青
少
年
の
森
、
★
史

跡
海
会
寺
跡
広
場
、
★
農
業
公
園
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公の施設（市の公共施設）
の管理に指定管理者制度
を導入します
問合せ 泉南市行財政改革推進室
薀072-483-0001（内線303）
蕭072-483-0325
e-mail:gyoukaku@city.sennan.lg.jp

指定管理者制度導入手続の流れ
今後、指定管理者制度を導入する場合

の管理者の指定等、手続の流れは以下の

とおりです。

泉南市公の施設に係る 
指定管理者の指定手続き等に関する条例 
（平成18年6月制定済） 
 
 
　　　　　蝸 
施設設置条例の改正 
（泉南市立保育所設置条例 
は、平成18年6月改正済） 
　　　　　蝸 
指定管理者の募集 
原則として、公開により 
募集します。 
　　　　　蝸 
指定管理候補者の選定 
　　　　　蝸 
管理者の指定（議決） 
 
　　　　　蝸 
指定の通知、協定の締結 
 
 
 
　　　　　蝸 
管理業務の開始 

 
◇議会の議決 
各施設に共通する管理者指定の 
手続きを規定 

◇議会の議決 
　（公の施設の名称、指定管理者と 
　なる団体の名称、指定の期間等） 

◇選定委員会の設置 
◇指定管理者の候補者の選定 

◇議会の議決 
個別の施設設置条例に管理者の 
指定、管理の基準、業務の範囲 
等を規定 

◇指定管理者への指定の通知 
◇指定管理者との協定の締結 
　（業務内容、利用料金制、 
　損害賠償、適正管理の担保等） 

◇指定管理者による管理業務開始 
◇指定管理者は年度終了後、 
　事業報告書提出 
　必要に応じ、市の検査・指示 

◇募集要項の作成 
◇公募にあたっては、広報紙、 
　ホームページ等幅広く活用 

 

 

おおやけ



蘚
信
達
・
樽
井
保
育
所
を

選
定
し
た
理
由

指
定
管
理
保
育
所
（
保
育
所
民
営
化
）

の
箇
所
決
定
に
あ
た
り
、「
入
所
児
童
数
」

「
入
所
率
」「
児
童
定
員
」「
効
果
額
」
か

ら
総
合
的
に
判
断
す
る
と
と
も
に
、
教

育
問
題
審
議
会
な
ど
の
行
政
課
題
や
各

保
育
所
の
現
状
を
考
え
て
、
信
達
保
育

所
、
樽
井
保
育
所
の
２
か
所
に
決
定
し

ま
し
た
。

信
達
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
保
育

所
運
営
を
開
始
し
、
続
け
て
平
成
20
年

４
月
か
ら
樽
井
保
育
所
に
つ
い
て
も
同

様
に
指
定
管
理
者
に
よ
る
保
育
所
運
営

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

蘚
保
育
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て

民
営
化
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
移

管
先
法
人
に
託
す
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
引
継
ぎ
は
最
も
大
切
な
作
業
で
す
。

引
継
ぎ
で
注
意
す
べ
き
事
項
は
次
の
２

つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

｠
１
つ
目
は
、
移
管
に
よ
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
影
響
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る

こ
と
で
す
。
民
営
化
に
よ
っ
て
全
員
の

保
育
士
が
替
わ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
４

月
１
日
に
子
ど
も
た
ち
が
は
じ
め
て
み

る
保
育
士
ば
か
り
と
い
う
事
態
は
避
け

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
移
管
の
３
か
月
前
か
ら
、
移
管
法

人
の
保
育
士
と
公
立
保
育
所
の
保
育
士

と
で
合
同
保
育
を
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
が
新
し
い
保
育
士
に
慣
れ
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

４
月
１
日
以
降
に
お
い

て
も
公
立
保
育
所
の
保

育
士
を
数
名
派
遣
し
て
子
ど
も
た
ち
が

無
理
な
く
新
し
い
保
育
士
に
慣
れ
親
し

む
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

２
つ
目
は
、
公
立
保
育
所
で
の
保
育

を
あ
り
の
ま
ま
移
管
法
人
に
引
継
ぐ
こ

と
で
す
。
移
管
の
３
か
月
前
か
ら
公
立

保
育
所
に
指
定
管
理
者
の
保
育
士
を
派

遣
さ
せ
、
施
設
運
営
面
、
児
童
の
現
状
、

保
護
者
と
地
域
と
の
連
携
、
安
全
衛
生

管
理
な
ど
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

実
地
研
修
な
ど
を
と
お
し
て
確
実
な
引

継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
保
育
を
引

継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
公
立
の
保
育
所

が
行
っ
て
い
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

す
る
こ
と
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
公

立
保
育
所
で
行
っ
て
い
た
保
育
の
よ
い

と
思
う
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

民
間
の
柔
軟
な
発
想
の
も
と
、
保
護
者

な
ど
の
意
見
･
要
望
を
聞
き
な
が
ら
新

し
い
保
育
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

保
育
は
、
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を

中
心
に
新
し
い
保
育
者
集
団
の
力
を
合

わ
せ
て
創
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
、
目

的
が
同
じ
で
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
が

築
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
指
導

方
法
が
変
わ
っ
て
も
保
育
に
質
的
な
、

か
わ
り
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

保
育
所
の
指
定
管
理
者
候
補
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
21
ペ
ー

ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
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問合せ

泉南市健康福祉部子育て支援課
薀072-483-0001（内線281）
蕭072-483-7667
e-mail:jidou-f@city.sennan.lg.jp樽井保育所

保育所名 定員 児童数 入所率 

鳴滝第１保育所 120名 104名 86.7％ 

鳴滝第２保育所 150名 140名 93.3％ 

樽井保育所 180名 158名 87.8％ 

信達保育所 150名 156名 104.0％ 

浜保育所 150名 112名 74.7％ 

花咲きファームの
チューリップ畑を
訪問する
信達保育所の
子ども達（4月14日）

各公立保育所の

定員・児童数・入所率表

（平成18年5月1日現在）

蘚
民
営
化
の
目
的

本
市
の
公
立
保
育
所
は
、
こ
れ
ま
で

乳
児
保
育
や
障
害
児
保
育
、
あ
る
い
は

延
長
保
育
な
ど
の
保
育
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
早
く
か
ら
先
進
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
に
至

る
ま
で
公
立
保
育
所
の
果
た
し
て
き
た

役
割
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
保
育
所
運
営
に
か
か
る
公

立
・
民
間
と
の
コ
ス
ト
差
は
、
民
間
保

育
園
に
比
べ
、
同
一
の
保
育
を
行
う
に

あ
た
っ
て
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
い
る
現

状
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
現
在
、
子
育
て

支
援
の
充
実
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
民
間
活
力
を
導
入
し
、

公
立
保
育
所
運
営
に
か
か
る
経
費
を
削

減
す
る
と
と
も
に
、
公
立
保
育
所
で
実

施
さ
れ
て
い
る
保
育
と
同
等
の
保
育
を

実
現
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な

保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
高
い
保
育
水
準

の
保
育
所
運
営
を
目
標
と
し
、
延
長
保

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
休
日
保
育
な
ど

の
保
育
対
策
等
促
進
事
業
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、

節
減
し
た
費
用
を
泉
南
市
次
世
代
育
成

支
援
対
策
地
域
行
動
計
画
に
示
さ
れ
て

い
る
、
誰
も
が
安
心
し
て
活
用
で
き
る

子
育
て
支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
る
新
規

事
業
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
必
要
も
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
の
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

は
、
当
面
信
達
保
育
所
と
樽
井
保
育
所

の
２
か
所
と
し
、
一
定
期
間
（
３
年
間
）

※
指
定
管
理
者
制
度
（
公
設
民
営
）
を

導
入
し
た
上
で
、
完
全
民
営
化
（
民
間

移
譲
）
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
12
・
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載

蘚
な
ぜ
指
定
管
理
者
制
度

な
の
か

保
護
者
の
立
場
に
立
ち
保
育
所
の
民

営
化
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、

保
育
の
質
を
確
保
し
、
柔
軟
・
迅
速
に

保
育
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
日
突
然
職
員
が

全
て
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
継
続

し
て
入
所
す
る
児
童
や
保
護
者
が
不
安

感
を
持
つ
こ
と
な
ど
が
な
い
よ
う
に
十

分
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
一
定
の
引
継
ぎ
期
間
を

必
要
と
し
、
そ
の
引
継
ぎ
手
法
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
不
安
感
に
十
分
配
慮

し
て
保
育
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
営
化
に
よ
り
新
し
い
事
業

者
が
保
育
所
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
運
営
方
法
や
運
営
姿
勢
な

ど
に
つ
い
て
は
未
知
で
あ
る
た
め
、
保

育
の
質
が
確
保
さ
れ
る
の
か
、
本
当
に

柔
軟
・
迅
速
に
保
育
提
供
が
さ
れ
る
の

か
と
い
っ
た
疑
念
が
生
じ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
指
定
管
理
者
制
度
に
よ

っ
て
公
立
の
保
育
所
と
し
て
一
定
期
間

公
的
な
関
与
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
間
に
保
育
運
営
の
安
定
性
や
保
育

内
容
を
見
極
め
、
保
護
者
等
の
理
解
を

得
た
上
で
民
間
移
譲
を
行
う
こ
と
は
、

よ
り
円
滑
な
民
営
化
手
法
で
あ
る
と
考

え
、
指
定
管
理
者
制
度
を
完
全
民
営
化

の
第
一
段
階
目
と
し
て
導
入
し
ま
し
た
。

～子育て支援の充実に向けて～

保育所の民営化を進めていきます
平成19年4月から信達保育所、

平成20年4月から樽井保育所で指定管理者制度を導入
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近
年
、
急
速
な
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、
核
家
族
化
、
女
性
の
社
会
進
出
の

増
加
、
地
域
社
会
の
相
互
扶
助
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
17
年
３
月
に
泉
南
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地

域
行
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
計
画
で
は
、
そ
の
基
本
理
念
を
「
子
ど
も
と

お
と
な
が
、
と
も
に
夢
や
希
望
を
語
り
、
育
む
ま
ち
・
泉
南
」
と
し
、
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
、
親
子
の
健
康
の
確
保
、
教
育
環
境
の
整
備
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
、
子
ど
も

の
安
全
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ
、
そ
の
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
市
の
行
政
課
題
を
背
景
と
し
て
、
効
率
的
な
保
育
所
運
営
を
図
る
と
と

も
に
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
公
立
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

信達保育所



「
ひ
だ
ま
り
」
の
ス
タ
ッ
フ

が
出
前
を
し
て
遊
び
の
場
を
提

供
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
８
月

11
日
貊
笆
18
日
貊
時
間
は
午
前

10
時
〜
11
時
半
（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ
＝
笊
市
立
鳴
滝
幼
稚

園
（
駐
車
場
は
隣
の
鳴
滝
第
一

小
学
校
）
笆
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新

家
（
駐
車
場
な
し
）
▼
内
容
＝

季
節
の
歌
、
手
遊
び
、
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
、
水
遊
び
、
親
子
で
の

遊
び
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど

も
と
保
護
者
▼
持
ち
物
＝
お
茶
、

着
替
え
、
タ
オ
ル
（
水
遊
び
を

さ
れ
る
方
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
）

▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ

ま
り
」
薀
484
３
３
７
１

鳴
滝
第
二
保
育
所
前
の
プ
ー

ル
（
小
プ
ー
ル
）
を
就
学
前
の

親
子
に
開
放
し
ま
す
。
暑
い
夏
、

親
子
で
お
も
い
き
り
プ
ー
ル
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
▼
と

き
＝
８
月
８
日
貂
の
ち
び
っ
こ

広
場
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
そ
の
他
＝
▽
保
護
者
の

方
も
必
ず
プ
ー
ル
に
入
っ
て
く

だ
さ
い
▽
水
着
、
ま
た
は
水
遊

び
用
の
紙
お
む
つ
を
着
用
く
だ

さ
い
▼
受
付
＝
当
日
ち
び
っ
こ

広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
）

▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
薀
484
３
３

７
１子

ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た

遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
親
子
で

友
だ
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
９
月
６
日
〜
10
月
11

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
全
６

回
）
午
前
９
時
半
〜
11
時
▼
と

こ
ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
▼
対
象
＝
平
成
15

年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
（
一
度
受
講
さ
れ
た
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
▼
内

容
＝
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
リ
ト
ミ

ッ
ク
、
砂
場
遊
び
、
ス
タ
ン
プ

遊
び
、
新
聞
で
遊
ぼ
う
、
保
護

者
の
交
流
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
お
や
つ
の
時
間
▼
参
加

費
＝
無
料
（
お
や
つ
代
等
は
各

自
負
担
）
▼
定
員
＝
15
組
程
度

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
そ
の

他
＝
▽
11
月
１
日
貉
か
ら
同
じ

対
象
年
齢
で
行
い
ま
す
▽
き
ょ

う
だ
い
保
育
は
問
合
せ
く
だ
さ

い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月

25
日
貊
ま
で
に
電
話
で
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

へ
薀
484
３
３
７
１

０
〜
３
歳
向
き
の
お
は
な
し

会
で
す
。
８
月
は
お
休
み
で
、

次
回
は
９
月
で
す
。
（
８
月
は

「
お
は
な
し
の
へ
や
」
に
き
て
く

だ
さ
い
ね
！
）
▼
と
き
＝
９
月

１
日
貊
笊
午
前
10
時
20
分
〜
30

分
程
度
（
お
は
な
し
ぴ
よ
ぴ
よ
）

笆
午
前
11
時
〜
30
分
程
度
（
お

は
な
し
て
く
て
く
）
▼
と
こ

ろ
＝
図
書
館
１
階
じ
ゅ
う
た
ん

コ
ー
ナ
ー
▼
対
象
＝
笊
０
、
１

歳
の
あ
か
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
笆

２
、
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
組
程

度
▼
参
加
費
＝
無
料
（
申
込
み

不
要
）
▼
そ
の
他
＝
対
象
年
齢

は
目
安
で
す
▼
問
合
せ
＝
図
書

館
薀
482
７
７
６
６

「
泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し

の
会
」
と
図
書
館
で
は
、
お
は

な
し
を
通
し
て
本
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
楽
し
い

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
８
月
26
日
貍
笊
午
前

10
時
20
分
〜
10
時
50
分
笆
11
時

10
分
〜
11
時
40
分
笳
午
後
２
時

〜
２
時
半
笘
３
時
〜
３
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
図
書
館
２
階
視
聴
覚

室
▼
内
容
＝
わ
ら
べ
う
た
、
手

あ
そ
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

お
は
な
し
な
ど
▼
対
象
＝
笊
０

〜
１
歳
笆
２
〜
３
歳
笳
４
歳
〜

未
就
学
児
笘
小
学
生
（
年
齢
は

だ
い
た
い
の
目
安
で
す
。
各
回
、

お
と
な
の
方
も
ど
う
ぞ
）
▼
定

員
＝
笊
笆
先
着
30
組
程
度
笳
笘

先
着
40
名
程
度
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
問
合
せ
＝
同
会
事
務
局
薀

蕭
474
７
４
２
６
、
ま
た
は
図
書

館
薀
482
７
７
６
６

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
図
書

館
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
の
日
！
昔

話
の
語
り
を
中
心
に
、
司
書
が

子
ど
も
た
ち
と
本
と
の
新
し
い

出
会
い
の
場
を
作
り
ま
す
。
▼

と
き
＝
８
月
12
日
貍
午
後
２
時

半
〜
30
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図

書
館
２
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝

４
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
▼
定
員
＝
各
回
先
着
40
名

（
途
中
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
参

加
費
＝
無
料
（
申
込
み
不
要
）

▼
そ
の
他
＝
▽
第
１
・
３
土
曜

日
の
午
後
２
時
半
〜
30
分
程
度
、

同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る

紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
０
歳
か

ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７

６
６

和
太

鼓
教
室
、

沖
縄
伝

統
楽
曲

を
取
り

入
れ
た

エ
イ
サ
ー
の
教
室
を
お
こ
な
い

ま
す
。
▼
と
き
＝
毎
月
第
四
土

曜
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
（
８

月
の
み
第
２
・
４
土
曜
日
）
▼

と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
大
会

議
室
▼
対
象
＝
小
学
生
（
保
護

者
、
き
ょ
う
だ
い
の
参
加
可
）

▼
定
員
＝
各
回
20
名
▼
費
用
＝

無
料
▼
主
催
・
申
込
み
＝
随
時
、

電
話
で
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
泉
南
お
も
ち
ゃ
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
（
薄
波

さ
ざ
な
み

）
へ
薀
蕭

482
１
６
０
５
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
247
）
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お
は
な
し
の
へ
や

に
き
て
ね
！

４
歳
以
上
は

土
曜
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

ぴ
よ
ぴ
よ
・
て
く
て
く

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

の
び
っ
子
教
室
（
２
歳
児
向

け
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

鳴
滝
プ
ー
ル
を

開
放
し
ま
す

伝
統
文
化
わ
た
ぼ
う
し
和
太

鼓
・
エ
イ
サ
ー
子
ど
も
教
室

▼
と
き
＝
８
月
28
日
豺
笊
午
前

10
時
〜
11
時
半
笆
午
後
１
時
半

〜
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
笊
市
内
の
小

学
１
年
生
〜
３
年
生
笆
市
内
の

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
▼

定
員
＝
各
20
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
200
円

（
材
料
費
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
８
月
18
日
貊
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ビ
ー
ズ
教
室

参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
参

加
人
数
を
記
入
の
上
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
８
月
16
日
貉
〜
19
日

貍
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
19

日
は
正
午
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
大

阪
大
空
襲
の
パ
ネ
ル
・
映
画

「
赤
錆
び
色
の
空
」
▼
映
画
会
＝

８
月
17
日
貅
、
午
後
２
時
〜
３

時
40
分
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申

込
み
＝
当
日
受
付
▼
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
８
月
19
日
貍
〜
10
月

28
日
貍
午
前
10
時
〜
11
時
半

（
全
10
回
、
変
更
の
場
合
あ
り
）

▼
と
こ
ろ
＝
鳴
滝
第
二
小
学
校

体
育
館
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学

４
年
生
〜
中
学
３
年
生
▼
定

員
＝
20
名
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
８
月
14
日
豺
午

後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
で
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
、
午
後

１
時
半
〜
３
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

小
・
中
学
生
と
高
齢
者
の
方
▼

定
員
＝
20
名
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
８
月

19
日
貍
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

笆
21
日
豺
午
後
３
時
45
分
〜
４

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
笊
戦
時
中
の

話
・
お
こ
り
じ
ぞ
う
他
笆
せ
ん

た
く
か
あ
ち
ゃ
ん
・
こ
ん
と
あ

き
他
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
▼
定
員
＝
20
名
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
８
月
19
日
貍

午
前
10
時
45
分
〜
12
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
朗
読
の
サ
マ
ー
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
（
お
話
会
）
▼
講
師
＝
根

っ
こ
の
会
▼
対
象
＝
18
歳
以
上

の
方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど
を

読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝

20
名
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E
メ
ー

ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥

観
察
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
身
近
な
自
然
を
体
感
し
、

そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
８
月
12
日
貍
午

前
９
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
男

里
川
周
辺
▼
内
容
＝
海
辺
で
み

ら
れ
る
野
鳥
の
観
察
▼
対
象
＝

小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
15
名
▼

費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
、
午
前
９
時
半
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
、
午
前

９
時
半
〜
11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
３
階
教
室
▼

対
象
＝
市
内
の
小
学
生
〜
高
校

生
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

E
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ
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ビ
ー
ズ
教
室

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

私
た
ち
の

野
鳥
観
察
会

子
ど
も
反
戦
平
和

パ
ネ
ル
展
・
映
画
会

年

ン

タ

｜

青

少

セ

自
習
室
を

開
放
し
ま
す

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み
の
方

に
は
、
２
・
３
日
中
に
確
認
メ
ー
ル
を
送
り

ま
す
の
で
届
か
な
い
場
合
は
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
。
〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井

８
・
13
・
18

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-m

ail：
seishonen-center@

city.sennan.
lg.jp

／
薀
484
３
５
０
０
蕭
482
５
４
２
５
）

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い



貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

年
金
保
険
料
（
平
成
16
年
７
月

分
以
降
分
）
を
納
め
ら
れ
る
方

は
、
当
日
納
入
通
知
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
８
月

23
日
貉
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
市

役
所
市
民
相
談
室
▼
問
合
せ
＝

市
民
課
（
内
線
255
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ

り
、
創
業
を
お
考
え
の
方
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
と

き
＝
笊
８
月
３
日
貅
笆
９
日
貉

笳
17
日
貅
（
笊
笳
午
後
１
時
半

〜
４
時
笆
午
後
３
時
〜
５
時
）

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ
ン
タ

ー
２
階
▼
内
容
＝
笊
笳
経
営
革

新
相
談
会
笆
経
営
セ
ミ
ナ
ー

（
ひ
と
味
違
う
元
気
経
営
は
こ
れ

だ
！
）
講
師
は
日
本
一
明
る
い

経
済
新
聞
（
編
集
長
・
竹た
け

原は
ら

信
夫
の
ぶ
お

さ
ん
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉
南
市

商
工
会
薀
483
６
３
６
５
へ

あ
な
た

も
点
字
に

ふ
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝

９
月
６
日

〜
11
月
22

日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
12
回
）
午
後
１
時

半
〜
３
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
の
方
▼
内
容
＝
点

字
法
の
理
論
と
点
字
の
実
技
▼

定
員
＝
15
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
８
月
25
日
貊
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
あ

い
ぴ
あ
泉
南
へ
薀
485
０
７
０
７

蕭
485
０
９
０
９

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
さ
く
ら

が
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
な

っ
て
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、
こ
の
た
び
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。▼
と
き
＝

８
月
19
日
貍
午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
１

階
大
会
議
室
▼
内
容
＝
第
１

部
／
演
奏
会
「
ざ
、
お
じ
さ
ん

ず
」
第
２
部
／
講
演
会
「
障
害

と
自
立
」（
自
立
生
活
夢
宙
セ
ン

タ
ー
理
事
長
・
平
下
耕
三

ひ
ら
し
た
こ
う
ぞ
う

さ
ん
）

▼
問
合
せ
＝
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ

ス
さ
く
ら
薀
482
４
８
７
９

泉
州
地
域
９
市
４
町
で
構
成

す
る
泉
州
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
実
行
委
員
会
で
は
、
泉
州
地

域
の
振
興
と
関
西
国
際
空
港
の

利
用
促
進
を
目
的
と
し
て
、「
泉

州
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
８
月
20

日
豸
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
▼

と
こ
ろ
＝
関
西
国
際
空
港
南
イ

ベ
ン
ト
広
場
・
コ
ン
コ
ー
ス
▼

内
容
＝
①
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

（
泉
州
地
域
の
芸
能
披
露
・
忍
た

ま
乱
太
郎
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

ー
）
②
泉
州
物
産
展
・
観
光
Ｐ

Ｒ
（
泉
州
地
域
の
特
産
品
の
販

売
等
・
授
産
施
設
に
よ
る
出
店
）

③
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
泉
州

地
域
の
方
々
に
よ
る
出
店
）
こ

の
ほ
か
、
堺
市
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク

カ
ー
の
展
示
（
北
イ
ベ
ン
ト
広

場
）
や
泉
南
地
域
広
域
行
政
推

進
協
議
会
に
よ
る
事
業
（
エ
ア

ロ
プ
ラ
ザ
）
も
併
催
さ
れ
ま
す

▼
主
催
＝
泉
州
地
域
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
▼
問
合

せ
＝
大
阪
府
に
ぎ
わ
い
創
造
部

空
港
対
策
室
地
域
整
備
グ
ル
ー

プ
薀
０
６
・
６
９
４
４
・
６
５

７
３
（
内
線
２
３
８
７
）

泉
南
輊
食
軫
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
６
も
同
時
開
催

「
見
て
、
食
べ
て
、
参
加
し

て
」
…
心
も
お
な
か
も
大
満
足

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
▼
内
容
＝

①
有
名
ホ
テ
ル
シ
ェ
フ
に
よ
る

地
元
食
材
を
使
っ
た
創
作
料
理

の
実
演
は
午
後
２
時
か
ら
、
エ

ア
ロ
プ
ラ
ザ
内
「
水
の
広
場
」

で
数
量
限
定
な
が
ら
試
食
も
あ

り
ま
す
②
ア
ナ
ゴ
の
つ
か
み
取

り
体
験
は
正
午
〜
午
後
２
時
、

関
西
国
際
空
港
南
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
対
象
は
小
学
生
以
下
で
す

③
泉
南
地
域
を
代
表
す
る
農
産

物
の
試
食
販
売
は
午
前
10
時
か

ら
、
関
西
国
際
空
港
南
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
▼
主
催
＝
泉
南
地
域

広
域
行
政
推
進
協
議
会
▼
問
合

せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
287
）

吹
奏
楽
の
調
べ
と
と
も
に
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
８
月
27
日

豸
午
後
１
時
半
開
場
、
２
時
開

演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼

演
奏
曲
目
＝
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ポ

ッ
プ
ス
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
、
汽
車

の
歌
メ
ド
レ
ー
他
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
253
）

▼
と
き
＝
８
月
27
日
豸
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

コ
ン
サ
ー
ト
は
午
後
２
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
＝
山
田
家
住
宅
▼
演

奏
＝
マ
ハ
ロ
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

ズ
▼
入
場
料
＝
無
料
（
協
力
金

と
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
代
100
円

を
お
願
い
し
ま
す
）
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
248
）

今
年
も
市
民
の
皆
様
と
セ
ン

タ
ー
利
用
者
と
の
交
流
を
深
め

る
た
め
、
盆
踊
り
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
▼
と
き
＝
８
月
24
日

貅
午
後
６
時
〜
８
時
（
雨
天
時

は
、
25
日
貊
に
順
延
）
▼
と
こ

ろ
＝
セ
ン
タ
ー
運
動
場
▼
内

容
＝
盆
踊
り
、
花
火
、
和
太
鼓

演
奏
▼
問
合
せ
＝
砂
川
厚
生
福

祉
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き
寮
薀
482
２

８
８
１

19

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団

第
41
回
定
期
演
奏
会

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会
を
開
催

国
民
年
金
相
談
会

（
集
合
徴
収
）
を
開
催

泉
州
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
＆

泉
南
輊
食
軫
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

盆
踊
り
大
会
を
開
催

経
営
セ
ミ
ナ
ー
・

経
営
革
新
相
談
会
開
催

山
田
家
住
宅
一
般
公
開
＆

ハ
ワ
イ
ア
ン
コ
ン
サ
ー
ト

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら

５
周
年
記
念
講
演
会

保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
遊

び
に
き
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
相

談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
笆
８
月
１
日
貂
、

９
月
５
日
貂
笳
笘
８
月
22
日
貂
、

９
月
19
日
貂
笙
８
月
８
日
貂
、

22
日
貂
、
９
月
12
日
貂
、
26
日

貂
笞
８
月
３
日
貅
、
17
日
貅
、

９
月
７
日
貅
、
21
日
貅
▼
保
育

所
名
・
連
絡
先
＝
笊
信
達
保
育

所
薀
483
４
６
４
２
笆
樽
井
保
育

所
薀
482
０
０
７
４
笳
浜
保
育
所

薀
484
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一
保

育
所
薀
483
４
０
４
１
笙
ち
び
っ

こ
広
場
（
鳴
滝
第
２
保
育
所
内

の
遊
戯
室
、
所
庭
）
薀
484
３
３

７
１
笞
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
薀

484
０
１
９
０
▼
開
放
時
間
＝
笊

〜
笙
午
前
10
時
〜
11
時
半
笞
午

後
１
時
半
〜
３
時
▼
問
合
せ
＝

子
育
て
支
援
課
（
内
線
281
）

幼
少
児
の
基
礎
体
力
づ
く
り

と
親
子
体
操
を
通
し
て
、
親
子

で
ふ
れ
あ
い
、
運
動
に
親
し
み

ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
９
月

２
日
貍
笆
16
日
貍
笳
30
日
貍
笘

10
月
７
日
貍
笙
21
日
貍
時
間
は

す
べ
て
午
前
11
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
第
Ⅱ
競
技

場
▼
対
象
＝
就
学
前
の
幼
児

（
３
歳
以
上
）
と
そ
の
保
護
者
▼

内
容
＝
笊
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
笆

キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
と
リ
ズ
ム
運
動

Ⅰ
笳
力
を
合
せ
て
バ
ル
ー
ン
で

遊
ぼ
う
笘
ミ
ニ
運
動
会
笙
キ
ッ

ズ
ビ
ク
ス
と
リ
ズ
ム
運
動
Ⅱ
▼

定
員
＝
35
組
（
申
込
順
）
▼
参

加
費
＝
親
子
（
大
人
１
名
と
子

ど
も
１
名
）
で
２
千
円
、
子
ど

も
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
１
千

円
追
加
▼
主
催
＝
泉
南
市
体
育

指
導
委
員
協
議
会
・
譛
ラ
イ
フ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
８
月
５
日
貍
〜

13
日
豸
（
月
曜
午
後
、
火
曜
日

は
休
館
）
に
市
民
体
育
館
に
設

置
し
て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
を

添
え
て
市
民
体
育
館
窓
口
へ
薀

482
１
０
０
０

泉
州
９
市
４
町
で
は
、
泉
州

地
域
の
活
性
化
・
国
際
化
を
図

る
た
め
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
平
成

19
年
２
月
18
日
豸
午
前
11
時
ス

タ
ー
ト
▼
コ
ー
ス
＝
浜
寺
公
園

（
堺
市
）
ス
タ
ー
ト
〜
り
ん
く
う

公
園
（
泉
佐
野
市
）
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
４
２
・
１
９
５
㎞
（
日

本
陸
連
公
認
コ
ー
ス
〈
予
定
〉）

▼
制
限
時
間
＝
４
時
間
30
分
以

内
▼
募
集
人
員
＝
３
千
名
（
申

込
順
）
▼
参
加
費
＝
７
千
円

（
傷
害
保
険
料
含
む
）
▼
参
加
資

格
＝
笊
登
記
登
録
の
部
（
平
成

18
年
度
日
本
陸
上
競
技
連
盟
登

記
登
録
者
）
笆
一
般
の
部
笊
笆

に
お
い
て
大
会
当
日
18
歳
以
上

の
健
康
な
男
女
で
制
限
時
間
内

に
完
走
可
能
な
方
。
た
だ
し
大

会
運
営
等
の
事
情
に
よ
り
車
い

す
で
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
１
日

貊
〜
10
月
31
日
貂
の
期
間
に
、

所
定
の
申
込
み
用
紙
（
市
役
所
、

市
民
体
育
館
等
に
設
置
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費

を
添
え
て
〒
５
９
６
・
０
０
５

７
岸
和
田
市
筋
海
町
６
・
10
渡

辺
ビ
ル
６
階
　
泉
州
国
際
市
民

マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
事
務
局

へ
薀
436
０
８
４
９

「
加
齢
に
と
も
な
う

目
の
病
気
を
知
ろ
う
！
」

専
門
用
語
は
で
き
る
だ
け
使

わ
ず
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
10
月
14
日
貍
午
後
１

時
開
場
、
１
時
半
開
演
（
３
時

間
程
度
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
１
階
大
会
議
室
▼
内

容
＝
▽
ド
ラ
イ
ア
イ
（
京
都
府

立
医
科
大
学
眼
科
教
授
・

木
下
茂

き
の
し
た
し
げ
る

さ
ん
）
▽
緑
内
障
（
大

阪
大
学
医
学
部
眼
科
講
師
・

大
鳥
安
正

お
お
と
り
や
す
ま
さ

さ
ん
）
▽
糖
尿
病
網

膜
症
（
大
阪
労
災
病
院
眼
科
部

長
・
恵
美
え
み

和か
ず

幸ゆ
き

さ
ん
）▼
定
員
＝

200
名
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
10
月
６
日
貊
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
〒
５
９
０
・

０
５
３
５
泉
南
市
り
ん
く
う
南

浜
２
・
11

譛
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ

イ
エ
ン
ス
振
興
財
団
市
民
公
開

講
座
係
へ
蕭
480
１
６
５
５
／e-

m
ail:h
srrb

@
osa.jh

sf.or.jp

▼

問
合
せ
＝
同
財
団
・
市
民
公
開

講
座
係
薀
480
１
６
７
０
ま
た
は
、

政
策
推
進
課
（
内
線
287
）

大
阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
で
は
、
次
の
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
と

き
・
と
こ
ろ
＝
次
の
と
お
り

▼
対
象
＝
母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
寡
婦
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
、
希
望
の
講
座
名
（
ヘ

ル
パ
ー
２
級
の
場
合
は
会
場
名

も
明
記
）
と
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
、
職
業
、
志
望

の
動
機
、
以
前
連
合
会
で
受
講

し
た
講
座
名
、
保
育
の
要
否

（
保
育
対
象
は
２
歳
か
ら
就
学

前
）
を
記
入
の
上
、
〒
５
４

０
・
０
０
１
２
大
阪
市
中
央
区

谷
町
５
・
４
・
13
（
谷
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
薀
０

６
・
６
７
６
２
・
９
９
９
５

18

譛
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
エ
ン
ス

振
興
財
団
第
５
回
公
開
講
座

第
14
回
泉
州
国
際
市
民

マ
ラ
ソ
ン
参
加
選
手
募
集

就
業
支
援
講
習
会

受
講
生
募
集

ラ
イ
フ
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

保
育
所
（
園
）
で

遊
び
ま
せ
ん
か

受講期間 

受講料 

申込受付 
期　　間 

パソコン初級 

10月14日～12月2日 
土曜講座（25名） 

毎週土曜日　全8回 

10,000円（教材費含む） 
谷町福祉センター 
8月14日豺～9月14日貅 
（当日消印有効） 

ヘルパー２級 

10月7日～3月末 
通信講座（20名） 

（スクーリング土曜日10回、 
　実習平日5回レポート提出） 

30,000円（教材費含む） 
難波エール学園・聖徳園（枚方） 
8月7日豺～9月7日貅 
（当日消印有効） 

会　場 

　9：30～16：30

パソコン初級 

平成19年1月20日～ 
3月10日　毎週土曜日 
全8回　9：30～16：30

土曜講座（25名） 

10,000円（教材費含む） 
谷町福祉センター 

11月20日豺～12月20日貉 
（当日消印有効） 



員
＝
１
名
▼
試
験
日
＝
９
月
10

日
豸
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
面

接
試
験
▼
採
用
予
定
日
＝
10
月

６
日
貊
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝

８
月
１
日
貂
か
ら
学
務
課
で
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
18
日

貊
〜
31
日
貅
の
期
間
に
学
務
課

へ
（
内
線
357
）

▼
職
種
＝
一
般
事
務
（
計
数
整

理
、
台
帳
整
理
、
文
書
作
成
な

ど
の
簡
易
な
事
務
）
▼
勤
務

地
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
応
募
資

格
＝
▽
昭
和
24
年
４
月
２
日
〜

昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
▽
自
力
で
通
勤
お
よ

び
前
記
の
職
務
遂
行
が
可
能
な

方
▽
泉
南
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方
▽
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
障
害

の
程
度
が
１
級
〜
４
級
ま
で
の

方
▼
雇
用
期
間
＝
10
月
１
日
以

後
随
時
（
最
長
雇
用
期
間
６
か

月
間
）
▼
雇
用
条
件
＝
時
給
770

円
、
勤
務
時
間
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
月
〜
金
曜
日
）、
厚
生

年
金
保
険
・
健
康
保
険
に
加
入

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
15

日
貂
〜
25
日
貊
の
期
間
に
、
臨

時
職
員
登
録
申
請
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

を
本
人
が
直
接
持
参
の
う
え
人

事
課
へ
（
内
線
275
）

大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
、

大
阪
府
内
の
専
修
学
校
（
専
門

課
程
）
に
入
学
を
希
望
す
る
方

の
保
護
者
に
対
し
て
貸
付
募
集

を
行
い
ま
す
。
▼
対
象
＝
府
内

在
住
で
、
平
成
19
年
４
月
に
次

の
学
校
へ
進
学
を
希
望
す
る
生

徒
の
保
護
者
（
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
）
▼
対
象
学
校
＝
大
学

（
短
期
大
学
を
含
む
）、
大
阪
府

内
の
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）

で
修
業
年
限
２
年
以
上
の
学
科

（
た
だ
し
通
信
制
課
程
を
除
く
）

▼
貸
付
額
＝
28
万
円
以
内
。
た

だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、

25
万
円
以
内
で
加
算
あ
り
（
無

利
子
）
▼
返
済
方
法
＝
入
学
後

６
か
月
据
え
置
き
、
お
お
む
ね

８
年
〜
14
年
以
内
の
割
賦
返
済

（
月
賦
、
半
年
賦
ま
た
は
年
賦
返

還
）
▼
募
集
期
間
＝
９
月
１
日

貊
〜
14
日
貅
▼
申
込
書
の
請

求
・
提
出
先
＝
在
学
高
等
学
校

等
も
し
く
は
出
身
高
等
学
校
等

▼
問
合
せ
＝
譛
大
阪
府
育
英
会

採
用
貸
付
係
薀
０
６
・
６
３
５

７
・
６
２
７
２

21

身
体
障
害
者
を
対
象
に

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

大
阪
府
育
英
会

入
学
資
金
貸
付
希
望
者
募
集

▼
と
き
＝
９
月
９
日
貍
午
後
０

時
半
開
場
、
１
時
開
演
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
出
演
＝

春
野

は
る
の

百
合
子

ゆ
り
こ

、
松
浦

ま
つ
う
ら

四
郎
若

し
ろ
わ
か

、

三
原

み
は
ら

佐
知
子

さ
ち
こ

▼
入
場
料
＝
無
料

（
整
理
券
必
要
）
▼
定
員
＝
506
名

（
申
込
順
）、
車
椅
子
座
席
ス
ペ

ー
ス
６
席
あ
り
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
８
月
９
日
貉
受
付
開
始
。

整
理
券
の
配
布
は
図
書
館
２
階

事
務
所
（
月
曜
日
を
除
く
）
で
行

い
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
往
復

ハ
ガ
キ
（
１
名
に
つ
き
１
枚
）
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
〒
５
９
０
・
０
５
２

５
泉
南
市
馬
場
１
・
２
・
１

泉
南
市
立
文
化
ホ
ー
ル
浪
曲
係

へ
薀
482
７
７
６
７

▼
授
業
日
＝
毎
週
火
曜
日
、
午

前
10
時
半
〜
午
後
４
時
（
ク
ラ

ブ
活
動
別
曜
日
）
▼
と
こ
ろ
＝

岸
和
田
市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
南
海
岸
和
田
駅
南
口
よ
り
徒
歩

５
分
）
▼
対
象
＝
満
55
歳
以
上

の
通
学
可
能
な
方
（
自
家
用
車

通
学
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）
▼

費
用
＝
入
学
金
５
０
０
０
円
、

学
費
月
額
３
５
０
０
円
、
学
生

自
治
会
費
月
額
500
円
（
ク
ラ
ブ

費
は
別
途
必
要
）
▼
申
込
み
＝

岸
和
田
健
老
大
学
事
務
局
薀
431

１
５
７
５
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
247
）

色
々
な
事
情
で
小
・
中
学
校

を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
方
、
夜

間
中
学
校
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
、

午
後
５
時
半
〜
８
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
岸
城
中
学
校
（
岸
和
田
市

野
田
町
２
・
19
・
19
）
▼
内

容
＝
「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉

強
で
き
ま
す
▼
対
象
＝
15
歳
以

上
で
、
義
務
教
育
を
受
け
て
い

な
い
方
な
ら
入
学
で
き
ま
す

（
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
）▼
授
業

料
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
中
学
校

卒
業
資
格
が
と
れ
ま
す
▼
入
学

受
付
期
間
＝
９
月
１
日
貊
〜
８

日
貊
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
岸
城
中
学

校
夜
間
学
級
薀
438
６
５
５
３

平
成
19
年
度
泉
南
市
立
幼
稚

園
入
園
の
園
児
を
、
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
▼
募
集
園
児

笊
４
歳
児
（
平
成
14
年
４
月
２

日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で

に
出
生
の
幼
児
）
笆
５
歳
児

（
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
の
幼

児
）
▼
入
園
願
書
配
付
＝
９
月

上
旬
か
ら
各
幼
稚
園
で
▼
入
園

願
書
受
付
＝
10
月
２
日
豺
以
降

の
各
幼
稚
園
の
設
定
す
る
日
▼

問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
357
）

ま
た
は
各
幼
稚
園
へ

▼
職
種
＝
市
立
幼
稚
園
の
講
師

（
産
休
お
よ
び
育
休
代
替
職
員
）

▼
資
格
＝
幼
稚
園
免
許
取
得
者

（
昭
和
24
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
）
▼
採
用
予
定
人

20

市
立
幼
稚
園
の
非
常
勤
嘱

託
職
員
（
講
師
）
を
募
集

泉
南
市
立
幼
稚
園
の

園
児
を
募
集
し
ま
す

岸
城
中
学
校

夜
間
学
級

岸
和
田
健
老
大
学

29
期
生
募
集
中

敬
老
月
間
恒
例
企
画

浪
曲
名
人
会

笊事務職員（上級）

▼資格＝昭和56年４月２日～昭和60

年４月１日までに生まれた方（学歴

は問いませんが、大学卒業程度の試

験を行います）

笆事務職員（初級）

▼資格＝昭和60年４月２日～平成元

年４月１日までに生まれた方（学歴

は問いませんが、高校卒業程度の試

験を行います）

笳消防吏員（上級）

▼資格＝昭和56年４月２日～昭和60

年４月１日までに生まれた方（学歴

は問いませんが、大学卒業程度の試

験を行います）

笘消防吏員（初級）

▼資格＝昭和60年４月２日～平成元

年４月１日までに生まれた方（学歴

は問いませんが、高校卒業程度の試

験を行います）

▼採用予定人員＝笊事務職員（上級）

は２名笆事務職員（初級）は１名笳

消防吏員（上級）は１名笘消防吏員

（初級）は１名

▼申込み期間＝各職種とも８月29日

貂～９月５日貂で、受付時間は各日

午前９時～午後５時半（土・日曜日

は除く）

▼試験日＝９月17日豸

▼採用予定年月＝平成19年４月

▼募集要項の配布＝８月７日豺から

笊笆事務職員は市役所人事課で、笳

笘消防吏員は消防本部総務課で配付

します。また、泉南市ホームページ

（http://www.city.sennan.osaka.jp/）

から募集要項、受験申込み様式一式

がダウンロードできます。各要項を

郵送で請求の場合は、封筒の表紙に

職種名と「募集要項請求」と朱書き

し、90円切手を貼付した宛先明記の

返信用定型封筒（長形３号）を同封

してください

▼問合せ＝笊笆は人事課（内線

207・275）笳笘は消防本部総務課

薀485－0119

次のとおり、指定管理者候補を

募集します。

▼募集する施設＝信達保育所

（泉南市信達牧野436番地の６）

▼業務内容＝保育運営に関する業

務

▼指定期間＝平成19年４月１日～

平成22年３月31日

▼指定管理者候補募集要項の配

布＝８月1 5日貂～９月８日貊

（土・日曜日を除く）午前９時～正

午、午後１時～５時の間に子育て

支援課で。なお、市のホームペー

ジ（http ://www.city .sennan.

osaka.jp）からも募集要項のダウ

ンロードができます

▼指定管理者の資格に関する事

項＝募集要項に記載した資格要件、

応募条件を満たすこととします。

詳細については、募集要項を参照

してください

▼指定管理者の募集条件＝今回の

指定管理者候補募集条件について

は、３年間の指定管理期間後に、

完全民営化（民間移譲）に移行する

ものとします。その他募集要項に

記載した資格要件、応募条件を満

たすこととします。詳細について

は、募集要項を参照してください

▼申請方法＝申請書に募集要項で

指定する書類を添付して提出して

ください。詳細については、募集

要項を参照してください

▼申請書類の受付＝９月27日貉～

10月６日貊（土・日曜日を除く）
午前９時～正午、午後１時～５時

までの間に子育て支援課へ必ず持

参してください

▼選定および指定の方法＝提出さ

れた申請書類を基に、泉南市立保

育所民営化に係る指定候補者選定

委員会で指定管理者の候補者を選

定し、平成18年第４回泉南市議会

定例会の議決を経て指定します

▼その他＝12～15ページに関連記

事を掲載

▼問合せ＝子育て支援課薀072－

483－0001（内線281）蕭072－

483－7667

保育所の指定管理者
を募集します



コ
ー
チ
ン
グ
と
は
、
自
分
の
能
力
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
自
分
の
持
っ
て
い
る

枠
組
み
か
ら
突
破
し
、
可
能
を
広
げ
て
い

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
コ
ー
チ

ン
グ
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
知
り
、
体

験
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
と
違
う
自
分
を

発
見
し
、
新
し
い
自
分
に
出
会
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
・
テ
ー
マ
＝
下
表
の
と
お
り

▼
講
師
＝
①
〜
③
山
本

や
ま
も
と

美
保
み
ほ

さ
ん
（
コ
ー

チ
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
３
階
研
修
室

▼
定
員
＝
30
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
一
時
保
育
＝
定
員
は
８
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）。
１
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど

も
が
対
象
で
す
。
一
時
保
育
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
初
回
の
み
子
ど
も
１
人
に
つ
き

保
険
料
と
し
て
500
円
が
必
要
で
す

▼
手
話
通
訳
＝
あ
り
ま
す
（
事
前
予
約
が

必
要
）

▼
そ
の
他
＝
基
本
的
に
連
続
し
て
受
講
し

て
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
５
日
貂
ま
で

に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
手
話
通

訳
お
よ
び
一
時
保
育
の
要
否
、
一
時
保
育

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
子
ど
も
の
名
前

（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別
を
明
記

の
上
、
〒
５
９
０
・
０
５
９
２
（
住
所
不

要
）
人
権
推
進
課
へ
（
内
線
270
）
蕭
482
０

０
７
５
／e-m

ail:jinken@
city.sennan.

lg.jp

）

泉
南
市
人
権
協
会
で
は
、
泉
南

市
地
域
就
労
支
援
事
業
の
一
環
と

し
て
訪
問
介
護
員
２
級
課
程
・
視

覚
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
９
月
12
日
貂
〜
12
月
26

日
貂
の
約
100
時
間
（
訪
問
介
護
員

２
級
課
程
講
座
15
日
間
、
視
覚
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
講
座
２

日
間
）

▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
地
域
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
（
泉
南
市
立
人
権
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
対
象
＝
本
講
座
で
資
格
を
取
得

し
、
就
労
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め

ざ
す
泉
南
市
内
在
住
の
就
職
困
難

者▼
定
員
＝
申
込
順
で
訪
問
介
護
員

２
級
課
程
講
座
10
名
、
視
覚
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
講
座
15
名

（
両
講
座
を
同
時
申
込
み
可
）

▼
費
用
＝
訪
問
介
護
員
２
級
課
程

１
万
円
、
視
覚
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

資
格
取
得
５
千
円

▼
申
込
み
＝
８
月
７
日
豺
〜
18
日

貊
ま
で
に
、
泉
南
市
人
権
協
会
に

備
え
付
け
の
申
込
み
用
紙
に
て
申

込
み
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
人
権
協
会
薀

485
１
４
０
１

蘚新しい
蘚自分に出会う　
蘚コーチング講座

23

直通　薀480-2855

とき 

時間はいずれも午前10時～正午 

①９月 
　19日貂 

②10月 
　３日貂 

③10月 
　17日貂 

④10月 
　24日貂 

テーマ 
コーチングって何？ 
～覗いてみよう　自分の力を引き 
　　　　出すコミュニケーション～ 

「枠」をとってすっきり！ 
～発見！いつもと違うワタシ～ 

自分色の花を咲かそう 
～コーチングが可能を開く～ 

トーク＆Tea これからの私 
～お茶を飲みながらワイワイ語る～ 

のぞ 

子どもの人権110番
夏期特別相談所を開設

▼特別相談日

8月28日豺～9月3日豸午前8時半～午後6時半

（ただし、土・日曜日は午前10時～午後5時）

▼相談専用電話

子どもの人権110番

薀0570－070－110（全国共通）
▼相談内容

いじめ・不登校・体罰・児童虐待など

子どもの人権問題

▼担当

子どもの人権専門委員（人権擁護委員）

▼その他

相談は無料で秘密は厳守されます

▼問合せ

大阪法務局人権擁護部第三課

薀06－6942－9492

就
労
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す

〜
泉
南
市
人
権
協
会
〜

訪問介護員2級課程

視覚ガイドヘルパー資格

男女共同
参画社会づくり

講座
Part3

講師の山本美保さん

蘚
懸
垂
幕
の
掲
示

▼
と
き
＝
８
月
１
日
貂
〜
31
日
貅

▼
と
こ
ろ
＝
水
道
庁
舎
壁
面

蘚
ビ
デ
オ
上
映

▼
と
き
＝
８
月
１
日
貂
〜
15
日
貂
　

第
１
回
目
午
前
10
時
〜

第
２
回
目
午
後
３
時
〜

▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

蘚
非
核
平
和
図
書
コ
ー
ナ
ー

▼
と
き
＝
８
月
１
日
貂
〜
31
日
貅

▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館

蘚
反
戦
平
和
パ
ネ
ル
展
示

▼
と
き
＝
８
月
16
日
貉
〜
19
日
貍

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

蘚
映
画
上
映
「
赤
錆
び
色
の
空
」

▼
と
き
＝
８
月
17
日
貅
午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

蘚
お
話
会
（
朗
読
）

▼
と
き
＝
８
月
19
日
貍
午
前
10
時
〜
10
時

40
分

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

蘚
非
核
平
和
の
集
い

▼
と
き
＝
８
月
19
日
貍
午
後
１
時
開
場
、

１
時
半
開
演
、
４
時
終
演

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
①
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
／
出
演
は
文
屋

ぶ
ん
や

範
奈

は
ん
な

さ
ん
＆
ゴ
ス
ペ
ル

講
座
受
講
生
②
映
画
上
映
「
ピ
エ
ロ
の
赤

い
鼻
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
不
要

▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
あ
り
ま
す

▼
一
時
保
育
＝
対
象
１
歳
〜
就
学
前
の
子

ど
も
で
、
定
員
は
10
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
ご
希
望
の
方
は
８
月
９
日
貉
ま
で

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
人

権
推
進
課
へ
薀
480
２
８
５
５
／
蕭
482
０
０

７
５
／e-m

ail:jinken@
city.sennan.

lg.jp▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
270
）
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８
月
は
「
非
核
平
和
月
間
」
で
す

〜
平
和
に
関
す
る
催
し
を
開
催
〜

21
世
紀
は
「
人
権
と
平
和
の
世
紀
」
と
期
待
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ロ
と
戦

争
に
よ
っ
て
幕
が
開
き
ま
し
た
。
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
対
立
激
化
、

ア
フ
ガ
ン
空
爆
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
そ
し
て
そ
の
後
イ
ラ
ク
各
地
で
テ
ロ
が
起
き
、
時
代
は
恐

ろ
し
い
勢
い
で
動
い
て
い
ま
す
。
戦
後
60
年
が
経
ち
こ
の
先
に
何
が
私
た
ち
を
待
ち
受
け
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
私
た
ち
は
ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

泉
南
市
で
は
毎
年
８
月
を
「
非
核
平
和
月
間
」
と
し
て
お
り
、
今
年
も
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
し
ま
す
。
戦
後
60
年
を
過
ぎ
た
今
、
あ
ら
た
め
て
戦
争
の
悲

惨
さ
と
愚
か
さ
を
思
い
起
こ
し
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

蛹

ゴスペルコンサート
文屋範奈さん

映画
ピエロの赤い鼻
蜊

蛹

昨年の非核平和図書コーナー



（2006.8） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
子
保
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

3種混合予防接種 
（ジフテリア、破傷風 
　百日せき）　 

ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。ただし、医師への相談は電話での予約が必要です。 

4か月児健康診査／BCG予防接種 8月2日貉 9月6日貉 
平成18年3月生 
平成18年4月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防 
接種（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

平成16年1月生 
8月24日貅 
午後0時45分～ 
1時45分 

第1期（3種混合）は、生後3か月～7歳6か月（できるだけ生後3歳まで）の間に計4回。 
▼初回接種＝生後3か月に達したら約4週間隔で3回 
▼追加接種＝初回接種の3回終了後1年～1年半の間に1回 
第2期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学6年生）の人に1回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

8月4日貊、14日豺、 
21日豺、28日豺 
午後1時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組 
（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

3歳6か月児健康診査 8月9日貉  午後0時半～1時10分 平成15年1月生 
身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

8月15日貂 
8月22日貂 
午後１時半 
～２時半 

リトルままサロン 8月25日貊 午後1時半～3時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。 
予約不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、 
コップ。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

歯みがき教室 8月24日貅 
午後1時～1時20分 

平成15年12月生 
平成16年12月生 

ブラッシング指導。予約不要。携行品は、母子手帳、 
歯ブラシ、コップ、筆記用具、お茶。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、 
手作りおもちゃ、個別相談（保育、栄養、歯）、沐浴。 
なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

乳児後期健診 病・医院の 
診察時間 満9か月～1歳未満 4か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 でお受けください。但し、1歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第1～3金曜日 
午後1時～2時半 

毎月第1～4金曜日 
午後1時～2時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関す 
る相談に応じます。ただし、事前予約が必要です。 ▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼東信達老人集会場 
　　第2木曜日 
　　午後2時から 
　　1時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

1歳6か月児健康診査 8月23日貉 午後０時半～１時半 平成17年1月生 
身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

離乳食講習会 8月28日豺 
午後1時～3時10分 

離乳期の乳児の保護者 
定員20組（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講義と実演。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 8月25日貊 午後1時半～3時 乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

ＢＣＧ予防接種 8月2日貉 
午後2時～3時 

生後3か月～6か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

精神保健福祉相談 
医療相談 

献　血 

月～金午前9時～12時15 
分、午後1時～3時45分 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

大阪府下の当日と翌日の献血場所は 
薀0120-524133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会 薀482-7615

8月3日貅　スカイシティオークワ泉南店 
8月20日豸　イオンりんくう泉南ＳＣ 
午前10時～正午、午後1時～4時半 

 

安心して医療を受けられるようサポートしています。 
実施場所は大阪府泉佐野保健所　医療相談窓口　薀462-7701

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 第1水曜日　午前9時半 ～10時半（要予約） 
事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 
直接申し込んでください。 

第1期は、生後12か月～2歳未満に1回。第2期は5歳～7歳未満で小学校に入る 
1年前から前日までに1回。 

（2歳6か月児歯科健康診査・親子教室） 

▼血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、 
腎機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、 
眼底検査を実施。便潜血検査2日法。出来るだけセット 
で受けてください。携行品は健康手帳、65歳以上の方 
は、健康度評価のための質問票 
▼費用＝基本健康診査1,000円、大腸がん検診200円 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361-1 薀483-2357 
▼福本医院・婦人科 信達牧野378 薀483-2505 
▼宮城医院・婦人科 信達市場31-311 薀482-7018 
▼新泉南医院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ） 
　りんくう南浜3-7　薀480-5618 
40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだ 
けセットで受けてください。　▼費用＝600円 

▼20歳以上の市民 
平成18年5月1日～ 
10月31日までの間 
に1回受診できます 
昨年受けた方は受 
けられません 

▼40歳以上の市民 
平成18年5月1日～ 
10月31日までの間 
に1回受診できます 

随時 
市内の各医療機関 
へ直接申込んでく 
ださい 

随時 
市内の各婦人科医 
療機関へ直接申込 
んでください 
（必ず事前に予約 
してください） 
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▼
と
き
＝
10
月
31
日
貂
ま
で

▼
と
こ
ろ
＝
市
内
医
療
機
関

▼
対
象
＝
20
歳
以
上
の
女
性
市

民
（
た
だ
し
、
平
成
17
年
度
受

診
さ
れ
た
方
は
今
年
度
受
診
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
）

▼
費
用
＝
600
円

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
40
歳

以
上
の
方
）

▼
申
込
み
＝
期
間
内
に
直
接
、

医
療
機
関
に
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

８
月
１
日
か
ら
、
新
泉
南
病

院
に
て
乳
が
ん
検
診
を
受
け
て

頂
け
ま
す
。

▼
と
き
＝
８
月
１
日
貂
〜
10
月

30
日
豺
の
毎
週
金
・
土
曜
日
の

午
前
中
の
み

▼
と
こ
ろ
＝
新
泉
南
病
院

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
女
性
市

民
（
た
だ
し
、
平
成
17
年
度
に

受
診
さ
れ
た
方
は
今
年
度
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
）

▼
内
容
＝
医
師
に
よ
る
視
・
触

診
お
よ
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査

▼
費
用
＝
700
円

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳

▼
申
込
み
＝
新
泉
南
病
院
に
直

接
申
込
み
。
必
ず
予
約
し
て
く

だ
さ
い
薀
480
５
６
１
８

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

丈
夫
な
歯
は
、
健
康
づ
く
り

の
第
一
歩
で
す
。
一
生
自
分
の

歯
で
食
事
で
き
る
よ
う
に
、
歯

の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
８
月
31
日
貅
、
９
月

21
日
貅
、
11
月
16
日
貅
、
12
月

14
日
貅
午
前
10
時
〜
11
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
市
民

▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
発
行
）

▼
そ
の
他
＝
予
約
は
不
要
で
す
。

受
付
時
間
内
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
年
齢
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
第
一
期
＝
生
後
12
か
月
〜
２

歳
未
満

▼
第
二
期
＝
５
歳
以
上
で
、
小

学
校
就
学
前
の
一
年
間

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
で
す
。
す
で
に
麻

し
ん
・
風
し
ん
ど
ち
ら
か
ま
た

は
両
方
の
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
方
も
第
二
期
の
接
種

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
指
定
医
療
機
関
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

ア
ス
ベ
ス
ト
等
に
よ
る
健
康

不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
受

け
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
８
月
17
日
貅
午
前
中

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
市
民

▼
内
容
＝
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
直

接
撮
影
、
咳
た
ん
検
査
、
問
診

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
８

日
貂
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

夏
場
は
食
中
毒
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
特
に
Ｏ
・
１
５
７
と
言
う

細
菌
で
起
こ
る
食
中
毒
は
児
童

や
高
齢
者
で
は
重
症
化
し
や
す

い
た
め
に
注
意
が
必
要
で
す
。

食
中
毒
予
防
の
有
効
な
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
調
理
前
、
食
事
前
な
ど
に
は

十
分
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

②
食
肉
等
の
食
材
は
中
心
部
ま

で
十
分
過
熱
し
生
肉
は
避
け
ま

し
ょ
う

③
睡
眠
を
よ
く
と
り
体
調
を
ベ

ス
ト
に
保
ち
ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
泉
佐
野
保

健
所
衛
生
課
へ
薀
464
９
６
８
８

24

申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
482
７
６
１
５

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防

接
種
が
変
わ
り
ま
す

ス
ト
ッ
プ
　
ザ
　
食
中
毒

乳
が
ん
検
診

に
つ
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
等
に
不
安
な

方
へ
肺
が
ん
検
診
を
実
施

子
宮
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す

大阪府では、特定

不妊治療以外の治療

法によっては妊娠の

見込みがないか、ま

た極めて少ないと医

師に診断されている

法律上の夫婦に対し

て、指定医療機関で

特定不妊治療に要し

た費用に対して助成

を行っていますが、

18年度から助成期間

が拡大しました。

▼申請・問合せ＝大

阪府泉佐野保健所

薀462－7701へ

また、ドーンセン

ター（大阪府立女性

総合センター）では

女性医師・助産師等

による不妊にまつわ

る悩みの電話相談、

面接相談（予約制）

を行っています。

▼電話相談

薀06－6910－8655

（毎週水曜日）

▼問合せ＝ドーンセ

ンター薀06－6910－

8588（月曜・祝日・

年末年始を除く）

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
と
、

不
妊
に
ま
つ
わ
る
悩
み
の
相
談



ケーブルテレビのチャン

ネル９では、泉州地域４市

３町の地域情報番組「わく

わくりんくう」を映像と文

字番組で放送しています。

ただし、視聴するにはケ

ーブルテレビへの加入が必要です。また、視聴でき

ない地域がありますのでご了承ください。

今年度から泉南市の「わくわくりんくう」は１か

月間１番組となっております。

▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）

▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）

▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）

▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェ

イコム関西・りんくう局

薔0120－089－344

▼問合せ＝情報管理課（内線227）

８月１日貂 
　　～ 
８月３１日貅 

山間に響きわたる音楽 
にのせて里山体験やホ 
タル解説の様子をお伝 
えします。 

音と光の 
ページェント 

10

今から稲刈りが待ち遠しい
みんなで力あわせた田植え

27

雄信小学校６年生と雄信幼稚園の園児が合同で田植えを行いました。約400裃の田んぼを小学生36名、幼稚園
児36名で３時間かけて餅米の苗を植えました。小学生たちは裸足で田んぼに入った時こそ、はしゃいだ様子でし
たが、思うように植えられないもどかしさからか、いつしか黙々と作業をこなすようになり、遅れがちな子を手
伝ってあげる姿も見られました。そして半分ほど植えた頃に幼稚園児が到着し、今まで教わったことを今度は園
児たちに優しく手を取り、倒れないように背中から抱え込むようにして教えてあげていました。機械植えのよう
にきれいな出来上がりではなかったものの、そこには確かに子どもたちの成果が広がっていました。（６月16日）

１
１
９
番
受
信
時
、
迅
速
な

災
害
発
生
場
所
の
把
握
や
出
動

指
令
な
ど
、
よ
り
早
く
災
害
現

場
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
、

様
々
な
最
新
機
能
を
備
え
た
高

機
能
消
防
指
令
台
を
導
入
す
る

こ
と
が
決
定
し
、
平
成
19
年
４

月
か
ら
の
運
用
開
始
を
め
ざ
し

て
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
高
機
能
消
防
指

令
台
は
42
イ
ン
チ
大
型
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
備
え
、
車
両
運
用
状

況
、
気
象
状
況
な
ど
防
災
活
動

に
重
要
な
情
報
を
表
示
し
ま
す
。

ま
た
、
１
分
１
秒
で
も
早
く
現

場
に
到
着
で
き
る
よ
う
地
図
検

索
装
置
が
あ
り
、
災
害
地
点
の

地
図
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
表
示

し
、
迅
速
な
災
害
発
生
場
所
の

把
握
を
可
能
に
し
ま
す
。
加
入

電
話
か
ら
の
問
合
せ
に
は
自
動

応
答
し
、
災
害
発
生
場
所
等
の

サ
ー
ビ
ス
案
内
を
し
て
く
れ
る

災
害
状
況
等
自
動
案
内
装
置
な

ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
機
能
消
防
指
令
台
導
入
決
定
！
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約10年がかりで育てあげた菖蒲の花は900鉢超。
鳴滝地区にある浄光寺で、藤色、藍色、紫、紺、

白、黄色など様々な色の花菖蒲が咲き誇りました。
毎年、開花の時期（5月下旬～6月初旬）になる

と地元の保育所などから園児が散歩の際に立ち寄
ったり、泉佐野市や岸和田市から観賞に訪れる人
もいるそうで、知る人ぞ知るスポットとなってい
ます。菖蒲の花は手入れが難しいため、見ごろは
約10日程度。こちらのお寺では、開花時期には境
内に入って自由に観覧できるそうです。
この日は、鳴滝第二保育所の0歳児と1歳児の19

名が訪れ、花菖蒲を見学しました。子どもたちは、
花を見たり、匂いを嗅いだり、中には抜き取ろう
としたりする子も。花の美しさと、子どもたちの
思いがけない行動に、とても心和む光景でした。

（６月８日）

浄光寺
じょうこうじ

の花菖蒲
はなしょうぶ

が

色とりどりの花を咲かせていました

山からの風が心地いい曇り空のもと、第５回音
と光のページェントが紀泉わいわい村で開催され
ました。今年から半日楽しめるイベントとして１
部の親子でジャガイモ・タマネギ掘り体験、２部
の平和を願う音楽会、３部のホタル鑑賞会と盛り
だくさんの内容で行われました。長丁場のイベン
トとあって、夕方にはカレーライスやソーセージ、
おでんなどの屋台も登場し多くの人だかりができ
ていました。そして、何といってもメインはホタ
ル。辺りが夕闇につつまれる頃には親子連れなど
の参加者もたくさん駆けつけ、「今、光った。あそ
こでも光ってる」と、かわいい声が山間に響いて
いました。 （６月10日）

ページェント（野外催事）ならでは
自然を満喫

猛
暑
が
続
き
、
家
族
で
水
辺

へ
出
か
け
た
り
、
子
ど
も
た
ち

で
水
遊
び
を
す
る
こ
と
が
多
く

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
時

に
、
こ
の
時
期
は
水
に
よ
る
事

故
が
急
増
す
る
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
水
に
よ
る
事
故
は
、

水
泳
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
日

常
生
活
の
中
で
も
、
思
わ
ぬ
危

険
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

十
分
気
を
付
け
て
、
楽
し
い
遊

泳
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
「
安
全
な
水
泳
の
条
件
」

①
一
人
で
は
泳
が
な
い

②
初
め
て
の
場
所
で
、
初
め
て

の
人
だ
け
で
泳
が
な
い

③
暗
い
場
所
で
は
泳
が
な
い

④
背
負
っ
た
り
、
抱
い
た
り
し

て
泳
が
な
い

潸
あ
ま
り
泳
げ
な
い
人
が
浮
輪

な
ど
で
深
い
所
へ
行
か
な
い

⑥
帰
り
は
行
き
よ
り
も
体
力
や

時
間
が
か
か
る
こ
と
を
知
っ
て

お
く

⑦
泳
ぎ
に
行
く
と
き
は
、
行
き

先
や
帰
宅
時
刻
を
家
の
人
に
言

っ
て
お
く

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
://

w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/̃

sensyou/

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

水
辺
の
事
故
に
注
意
邇

「サザンビーチ」が今年もオープンしました。
７月１日の海開き当日は、あいにくの雨模様でし

たが、平成２年の開設以来起こっていない無事故を
祈って安全祈願祭が行われ、関係者33名が出席しま
した。（写真左上）
オープン以来続いた雨模様も少し落ち着いたこの

日は、まだ「夏晴れ」までは行かないものの海が恋
しくなるような暑さ。岸和田市から訪れたという女
性２人は「ちょっと水が冷たかったけど、海はやっ
ぱり気持ちいい」と話してくれました。（７月11日）

夏です！海に行こう

サザンビーチがオープン
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昭和20年代まで使用

100年ほど前、男里地区で人気のあった遊び道具です。

この力石は「石メ
こくめ

」と呼ばれる種類で、重さは40貫

（150kg）。両手で抱え太ももの上にのせ胸まで担ぎ上げ

て、最後に肩にのせます。なかには、小さい枡の上に

両足をのせたままの不安定な状態で力石を持ち上げる

力自慢もいたとか。

「かたげごっこ」と呼ばれ、雨の日や農作業の合間

に地区の青年会場で盛んに行われていたそうです。な

ごやかな雰囲気の中、男里地区の青年たちが力比べに

興じた様子が想像できます。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。

教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。
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